
朝
鮮
社
会
の
近
代
的
変
容
と
女
子
日
本
髪
学

一
九
一
〇
～
一
九
四
五
年
一
1

ト木

宣

美

朝鮮社会の近代的変容と女子日本留学（朴）

【
要
約
】
　
植
民
地
本
国
の
「
知
の
生
産
シ
ス
テ
ム
」
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
朝
鮮
で
は
、
東
京
を
頂
点
と
す
る
「
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
が
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
。
朝
鮮
の
小
さ
な
村
と
東
京
を
結
ぶ
「
教
育
通
路
」
が
出
来
上
が
り
、
人
々
は
植
民
地
本
国
に
知
識
や
学
歴
を
求
め
て
そ
の
道
を
進
ん

で
い
っ
た
。
女
子
留
学
生
は
そ
の
道
を
歩
む
新
し
い
集
団
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
植
民
地
下
朝
鮮
の
女
性
に
と
っ
て
、
日
本
留
学
は
社
会
進
出
の
重
要
な

通
路
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
留
学
の
動
機
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
日
本
留
学
は
一
定
の
人
々
の
間
で
共
有
さ
れ
る
文
化
的
行
為
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
人
々
は
「
教

育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
を
上
へ
、
上
へ
進
ん
で
い
こ
う
と
し
、
よ
り
進
ん
だ
都
会
の
空
気
を
吸
う
た
め
に
、
中
心
部
に
編
入
さ
れ
う
る
資
質
や
資
格
を
求
め

て
、
東
京
に
流
れ
込
ん
で
い
っ
た
。

　
日
本
の
官
民
両
者
の
立
場
か
ら
は
、
留
学
を
文
化
交
流
と
し
て
捉
え
る
観
点
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
朝
鮮
社
会
に
新
し
い
文
化
を
伝
播
す
る
重
要
な

通
路
に
な
っ
て
い
っ
た
。
中
心
文
化
が
朝
鮮
の
小
さ
な
村
の
隅
々
ま
で
運
ば
れ
、
そ
の
中
心
文
化
を
構
成
す
る
様
々
な
価
値
が
植
民
地
の
人
々
に
伝
播
さ

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
人
々
は
よ
り
進
ん
だ
東
京
に
学
び
に
行
く
こ
と
を
憧
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
当
た
り
前
な
行
為
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
二
巻
四
号
　
一
九
九
九
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
留
学
は
、
欧
米
中
心
の
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
中
に
ア
ジ
ア
地
域
が
編
入
さ
れ
、
華
夷
秩
序
に
基
づ
い
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た
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
が
日
本
中
心
の
地
域
秩
序
へ
と
改
編
さ
れ
て
い
く
中
で
現
れ
た
歴
史
的
現
象
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア

各
国
の
近
代
的
変
容
過
程
で
、
日
本
か
ら
西
洋
へ
、
朝
鮮
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
日
本
へ
と
い
う
留
学
の
主
な
パ
タ
ー
ン
が
生
じ
た
が
、

そ
れ
は
「
近
代
化
の
担
い
手
」
の
養
成
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
日
本
留
学
は
、
国
家
・
民
族
の
枠
組
み
を
越
え
る
「
人
の
交
流
」
・
「
知
の

交
流
」
の
大
き
な
パ
イ
プ
で
も
あ
り
、
菓
ア
ジ
ア
で
通
用
す
る
意
識
や
行
動
な
ど
を
生
み
だ
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
異
文
化
の
相
互
交
流
と
い
う

側
面
が
弱
く
、
西
洋
文
化
の
一
方
的
な
伝
播
や
受
容
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
日
本
留
学
を
通
じ
て
、
日
本
に
よ
り
濾
過
さ
れ
た
欧
米
文
明
が

東
ア
ジ
ア
諸
国
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
朝
鮮
人
の
日
本
留
学
は
、
一
八
八
～
年
、
紳
士
遊
覧
団
の
随
員
の
申
の
三
人
前
残
り
、
慶
応
義
塾
や
中
村
正
直
の
同
人
社
に
学
ん
だ
の
が
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
政
府
は
、
一
八
九
五
年
、
立
山
〇
〇
人
の
留
学
生
を
派
遣
し
、
本
格
的
な
日
本
留
学
が
始
ま
っ
た
。
一
九
一
〇
年
以
後
、

朝
鮮
で
は
、
植
民
地
人
の
メ
ト
ロ
東
京
へ
の
「
留
学
現
象
」
が
社
会
文
化
的
現
象
と
し
て
現
れ
た
。
植
民
地
化
は
、
政
治
的
、
経
済
的
収
奪
ば

か
り
で
は
な
く
、
「
知
の
独
占
」
・
「
文
化
の
独
占
」
を
も
も
た
ら
す
。
植
民
地
の
人
々
は
植
民
地
本
国
へ
文
化
的
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
り
、
そ
こ
に
「
知
」
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
鮮
人
の
日
本
留
学
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
現
象
の
所
産
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ

に
よ
っ
て
朝
鮮
社
会
は
日
本
に
文
化
的
に
深
く
依
存
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
「
留
学
現
象
」
は
、
伝
統
社
会
の
解
体
と
と
も
に
新
た
な
社
会
体
制
に
直
面
し
た
人
々
が
、
反
発
や
順
応
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
新
し
い
目

標
や
志
向
を
生
み
出
し
て
い
く
過
程
と
も
関
係
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
身
分
社
会
か
ら
学
歴
社
会
へ
」
と
い
う
近
代
的
社
会
変
動
の
中
で
、

社
会
階
層
移
動
の
手
段
と
し
て
学
歴
、
特
に
留
学
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
学
歴
が
求
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
朝
鮮
の
開
化
期
に
芽
生
え
た
学
歴
社
会
へ
の
変
化
は
、
学
歴
獲
得
へ
の
道
が
非
常
に
狭
く
、
植
民
地
本
国
の
「
知
の
生
産
シ
ス
テ
ム
」
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
い
「
植
民
地
型
」
の
枠
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
社
会
で
は
、
初
等
教
育
は
邑
（
町
）
・
面
（
村
）

で
、
中
等
教
育
は
藩
府
（
市
）
で
、
高
等
教
育
は
京
城
府
あ
る
い
は
日
本
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
東
京
を
頂
点
と
し
た
「
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」

が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
、
朝
鮮
の
村
と
植
民
地
本
国
を
結
ぶ
「
教
育
通
路
」
が
出
来
上
が
り
、
知
識
や
学
歴
を
求
め
て
そ
の
道
を
進
ん
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朝鮮社会の近代的変容と女子日本留学（朴）

で
ゆ
く
「
新
し
い
集
団
」
が
生
み
だ
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
九
年
、
朝
鮮
で
は
、
わ
ず
か
一
つ
の
女
子
専
門
学
校
（
梨
花
女
子
専
門
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
＝
二
八
人
が
在
学
し
て
い
た
が
、
日
本
で
は
二
一
校
の
女
子
専
門
学
校
（
東
京
～
当
校
）
に
一
五
八
人
の
朝
鮮
人
女
性
が
在
学
し
て
い
た
。

一
九
三
九
年
に
淑
明
女
子
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
日
本
の
学
校
に
在
籍
す
る
朝
鮮
人
女
子
学
生
の
数
が
、
朝
鮮
の
学
校
の
在
籍
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
上
回
っ
て
い
た
。
男
子
学
生
の
場
合
、
一
九
二
九
年
、
朝
鮮
の
専
門
学
校
や
大
学
（
予
科
含
む
）
の
在
籍
学
生
数
一
、
四
一
一
人
に
比
べ
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

本
で
は
そ
の
数
が
二
、
一
五
三
人
に
至
っ
た
。
一
九
四
二
年
に
は
、
朝
鮮
で
三
、
五
一
四
人
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
日
本
で
は
六
、
八
七
七
人
が

　
　
　
　
　
⑦

在
籍
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
社
会
の
「
植
民
地
型
学
歴
社
会
」
へ
の
移
行
は
、
人
々
の
生
活
世
界
の
変
化
を
も
た
ら
す
。
「
学
び
た
い
」
と
い
う
近
代

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
噴
出
し
、
「
学
校
へ
、
上
級
学
校
へ
行
く
」
と
い
う
与
え
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
自
ら
与
え
た
「
近
代
的
目
標
」
を
人
々
が

発
見
し
、
自
分
の
意
識
や
行
動
を
形
作
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
な
か
で
、
植
民
地
の
人
々
の
「
東
京
へ
の
志
向
」
も
高
ま
っ
て
い
く
。

　
最
後
に
、
朝
鮮
近
代
女
性
史
研
究
の
一
環
と
し
て
本
稿
が
分
析
対
象
に
す
る
女
子
日
本
留
学
は
、
「
近
代
化
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
の
変

化
」
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
代
化
は
女
性
に
「
学
校
へ
行
く
」
と
い
う
意
識
や
教
育
の
機
会
を
与
え
る
と

と
も
に
、
教
員
、
医
者
、
非
熟
練
労
働
者
、
下
級
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
な
ど
と
し
て
働
く
女
性
を
生
み
だ
し
て
ゆ
く
。
植
民
地
下
朝
鮮
の
女
性
に

と
っ
て
、
日
本
留
学
は
専
門
職
へ
の
社
会
進
出
の
重
要
な
通
路
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
、
朝
鮮
に
中
等
教
員
養
成
制
度
や
機
関
が
な
か
っ
た

当
時
、
女
性
が
中
等
教
員
に
な
る
た
め
に
は
、
植
民
地
型
学
歴
社
会
に
お
け
る
最
高
エ
リ
ー
ト
の
道
を
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
、

生
活
改
善
運
動
、
女
性
教
育
運
動
、
女
性
解
放
運
動
な
ど
に
中
心
に
な
っ
て
い
た
女
性
の
多
く
は
、
日
本
留
学
出
身
者
で
あ
り
、
今
後
、
彼
女

ら
の
思
想
や
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
、
「
女
子
留
学
現
象
」
の
社
会
的
意
味
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
本
論
文
で
は
、
第
一
章
で
、
朝
鮮
人
の
日
本
留
学
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
第
二
章
で
は
、
朝
鮮
総

督
府
の
留
学
生
政
策
、
柳
原
吉
兵
衛
の
場
合
に
そ
く
し
て
女
子
留
学
生
に
対
す
る
民
問
日
本
入
の
認
識
、
そ
し
て
、
留
学
生
自
身
の
B
本
留
学

に
対
す
る
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
植
民
地
下
に
お
け
る
朝
鮮
社
会
の
変
化
に
つ
れ
、
日
本
留
学
に
対
す
る
認
識
が
ど
の
よ
う
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に
か
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
元
女
子
留
学
生
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
た
新
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が
、

学
の
重
要
な
動
機
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
女
子
留
学
生
が
果
た
し
た
役
割
が
何
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
学
校
一
覧
h
　
九
二
九
年

②
朝
鮮
教
育
会
奨
学
部
『
在
内
地
朝
鮮
学
生
調
』
一
九
二
九
年

③
内
務
省
警
察
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
』
　
九
二
九
年

④
朝
鮮
総
督
府
、
前
掲
書
、
皿
九
二
九
年

⑤
内
務
省
警
察
局
編
、
前
掲
轡
、
一
九
二
九
年

⑥
朝
鮮
総
督
府
、
前
掲
書
、
一
九
四
二
年

⑦
内
務
省
警
察
局
編
、
前
掲
書
、
一
九
四
二
年

日
本
留

4 （492）

第
【
章
　
朝
鮮
人
目
本
留
学
の
状
況

〈表1＞性別留学生数の推移

年度 総学生数 男学生数 女学生数

1910 喋20 386（91．9） 34（8。1）

1920
ユ
2
3
0
　
， 1，085（88．2） 145（ユ1．8）

1926 3，945 3，7U（94．1） 234（5．9）

1927 3β6ユ 3，652（94．2） 209（5．8）

ユ928

3
7
5
3
　
，

3，521（93．8） 232（6。2）

1929 4，433 4，181（94．3） 252（5．7）

1930 5，285 5，070（95．9） 215（4．1）

1931 5，062 4，762（94．1） 300（5．9）

！932 4，977 4，664（93．7） 313（6．3）

1933 5，369 5，017（93。4） 352（6，6）

1934 6，093 5，703（93．6） 390（6．4）

1935 7，292 6，798（93．2） 494（6．8）

1936 7β10 7，30ユ（93．5） 509（6，5）

1937 9，914 9，144（92．2） 770（7．8）

1938 12，356 ユL441（92。6） 915（7．4）

1939 16304　　， 15，112（92．7） ユ，192（7．3）

1940 20，824 19，117（91．8） 11707（8．2）

1941 26，727 24，520（91．7） 2，207（8．3）

1942 29，427 26，480（90．7） 2，947（10，0）

出典：ユ910年度は，外務省記録文書「在本邦清韓雨

　　国留学生員数表」1910年より，1920年度は，朝

　　鮮総督府『最新朝鮮事情要』1920年より，1921

　　－28年度は，朝鮮教育三層学部f在内地朝鮮学

　　生状況調塁1926年，27年，28年より，1929～42

　　年度は，内務省轡察局編謬社会運動の状況』
　　ユ929～42年より作成。

　
一
九
一
〇
年
に
四
二
〇
人
で
あ
っ
た
朝
鮮
人
留
学
生

数
は
、
二
〇
年
に
は
一
、
二
三
〇
人
に
至
っ
た
。
三
八

年
に
は
一
万
人
を
越
え
、
四
二
年
に
は
三
万
人
近
く
ま

で
急
増
し
た
（
表
－
）
。
大
規
模
な
留
学
生
が
生
み
出

さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
先
行
研
究
は
、
朝
鮮
に
お
け
る

教
育
状
況
と
朝
鮮
総
督
府
の
政
策
変
化
を
指
摘
し
て
い

①る
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
で
は
高
等
教
育
機
関
を
は
じ
め
、

各
級
学
校
数
が
不
足
し
て
い
た
が
、
翼
々
の
教
育
要
求

が
高
ま
り
、
留
学
希
望
者
が
激
増
し
て
い
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
一
九
二
〇
年
に
私
費
留
学
が
自
由
化
さ
れ
、
留

学
生
数
が
急
激
に
増
え
は
じ
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。



本
章
で
は
、
従
来
、
研
究
の
な
か
っ
た
留
学
生
の
社
会
経
済
的
背
景
の
分
析
を
試
み
る
。

第
一
節
　
鼠
本
留
学
の
概
観

朝鮮社会の近代的変容と女子日本留学（朴）

　
ま
ず
、
金
学
種
に
在
籍
し
た
留
学
生
の
性
別
分
布
（
表
1
）
を
み
よ
う
。
一
九
一
〇
年
に
女
子
学
生
は
八
二
％
（
三
四
人
）
、
男
子
学
生
は

九
丁
九
％
（
三
八
六
人
）
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
年
に
は
女
子
学
生
の
比
率
が
増
え
、
一
一
・
八
％
（
一
四
五
人
）
に
至
っ
た
。
二
〇

年
代
半
ば
か
ら
留
学
生
数
は
急
増
し
て
い
っ
た
が
、
女
子
学
生
の
比
率
は
一
〇
％
以
下
で
あ
り
、
四
二
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
一
〇
％
（
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
七
人
）
を
回
復
し
た
。
朝
鮮
の
女
性
が
近
代
教
育
を
受
け

〈表2＞留学先の地方別分布

年度 総学生数 東京学生数 地方学生数

1920 1，230 1，090（88．6） 140（11．4）

1926

394

男2，938（79．2）

浴@148（63．2）

773（20．8）

W6（36．8＞

計3，086（78．2） 859（21．8）

1930

5285

男3，351（66．1）

浴@132（6i．4）

1，719（33．9）

@　83（38．6）

計3，483（65．9） 1，802（34．1）

1935

7，292

男4，316（63．5）

浴@330（66．8）

2，482（36．5）

@　164（33．2）

計4，646（63．7） 2，646（36．3）

1940

20，824

男10，193（53．3）

翌P，125（66．1）

8，92婆（46．7）

@　582（33．9）

計11，318（54．4） 9，506（45．6）

ユ942

29，427

男14，812（55．9）

翌P，972（66．9）

1ユ，668（44．1）

@　975（33．ユ）

計16，784（57．0） 12，643（43．0）

出典：1920年度は，朝鮮総督府学務局『在内地朝鮮学生状
　　況調」1920年より作成。そのほかは，＜表1＞と岡じ
　　である。

社
会
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
男
性
に
比
べ
教
育
の
機

会
は
制
約
さ
れ
て
い
た
。

　
次
に
、
留
学
先
の
地
方
別
分
布
（
表
2
）
を
み
る
と
、
一
九

二
〇
年
代
に
は
全
体
学
生
の
七
〇
％
以
上
が
東
京
の
学
校
に
在

籍
し
て
い
た
。
し
か
し
、
三
〇
年
代
以
後
は
地
方
の
学
生
が
増

え
、
約
四
〇
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
数
が
多
い
東

京
に
大
勢
の
留
学
生
が
集
ま
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

多
く
の
元
女
子
留
学
生
が
「
日
本
に
行
く
な
ら
、
や
は
り
文
化

の
申
心
地
で
あ
る
東
京
に
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
証
言
し

て
い
る
よ
う
に
、
メ
ト
ロ
東
京
に
憧
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。

な
に
よ
り
、
朝
鮮
に
お
い
て
上
昇
志
向
・
中
央
志
向
の
「
植
民

地
型
学
歴
社
会
」
が
形
成
さ
れ
、
東
京
が
そ
の
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
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〈表3＞韻身道理留学生数の推移

出身道 1926 1927 ユ928 1929 ユ930 1933

京畿 425（10．8） 402（ユ0，4） 440（11．7） 375（9，9） 389（10．3） 410（10．1）

忠北 107（2．7） 94（2．4） 85（2．3） 96（2，5） ユ10（2．9） 90（2．3）

忠南 ユ56（4．0） 155（4．0） 160（4．3） ユ53（4．1） 135（3．6） 149（3．7）

全北 210（5。3） 207（5．4） 209（5．6） 182（4．8） 212（5．6） 194（4，8）

全南 504（12．7） 550（14．2） 496（13．2） 526（14．0） 518（13．7） 576（14，1）

慶北 405（10．3） 396（10．3） 358（9，5） 389（10．3） 365（9．6） 445（10．9）

慶南 534（13．5） 522（ユ3．5） 518（13，7） 529（14．0） 582（15．2） 617（15．1）

江原 90（2，3） 103（2．7） 79（2．玉） 90（2．5） 80（2．1） 104（2．6）

黄海 ユ84（4．7） 159（4．1） 142（3．8） 155（4．1） 163（4．3） 193（4．7）

平北 299（7，6） 308（8．0） 307（8．2） 345（9．2） 346（9．ユ） 336（8．2）

平南 450（11．4） 412（10．7） 398（10．6） 380（10，1） 370（9．8） 377（9，2）

成北 173（4．4） ユ56（4．0） 123（3．3） 118（3．1） 121（3，2＞ ユ12（2．7）

成南 408（10．3） 397（ユ0，3） 438（11．7） 431（11，4） 402（10．6） 474（1工．6）

合計 3，945（100．0） 3，861（ユ00．0） 3，753（100．0） 3，769（ユ00．0） 3，793（100．0） 4，077（100．0）

出典：朝鮮教育会奨学部『在内地朝鮮学生調』1926，27，28，29，30，33年より作成。

キ
ー
の
頂
点
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
留
学
生
の
出
身
地
（
表
3
）
に
つ
い
て
、
全
羅
仁
道
と
慶
尚
側
道
の
出
身
者
が
多
か

っ
た
が
、
出
身
道
別
留
学
生
数
は
、
大
体
、
各
道
別
人
口
分
布
に
比
例
し
て
い
た
。
た

だ
成
鏡
南
道
と
平
安
南
道
か
ら
の
留
学
生
の
比
率
は
、
人
口
分
布
を
大
き
く
上
國
っ
て

　
②
い
た
。
開
国
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
活
動
が
活
発
で
、
西
洋
文
物
が
い
ち
早
く

輸
入
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
半
島
北
部
で
は
、
近
代
教
育
に
対
す
る
熱
意
も
強
か
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
学
種
別
留
学
生
数
（
表
4
）
に
つ
い
て
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
高
等
教
育
機
関
に

在
籍
し
た
留
学
生
が
全
体
の
四
〇
～
五
〇
％
近
く
い
た
。
し
か
し
、
四
〇
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
そ
の
比
率
が
三
〇
％
以
下
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
四
〇
年
以
降
、
中
等
教
育

機
関
に
入
学
す
る
朝
鮮
人
学
生
が
急
増
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
留
学
生
が
何
を
勉
強
し
た
か
（
表
5
）
を
み
よ
う
。
　
一
九
三
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
は

文
科
系
を
勉
強
す
る
学
生
が
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
全
時
期
を
通
じ
て
、
多
数
の

学
生
は
法
科
、
商
・
経
済
科
、
工
業
科
に
在
籍
し
て
い
た
。
留
学
生
の
在
籍
学
科
は
、

留
学
が
出
世
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
「
民
族
独
立
と
近
代
化
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

課
題
に
対
す
る
当
時
の
知
識
人
の
認
識
を
も
反
映
し
て
い
る
。
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朝鮮社会の近代的変容と女子日本留学（朴）

〈表4＞学種別留学生数の推移
校
学
等
中

校
学
門
専

校
学
大

数
総

妊
麓
5
3
鋸
霧
6
9
9
3
9
2
1
。
誌
。
4
腿
躬
1
9
8
7
4
2
0
9
3
0
2
8
9
3
3
8
7
4
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
暫
　
　
　
瞥
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
1
3
3
3
4
5
5
4
5
6
7
7
9
2
6
0
6
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
一
　
2
　
2
　
2

度
年

0
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
！
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー

注1）専門学校は学制によって同じレベルに分類される高等学校も

　　含んだもの。

　2）中等学校は大学や専門学校を除き各種学校などすべての学校

　　を含んだもの。

　3）穴挙は大学予科も含んだもの。

出典：〈表2＞と同じである。

＜表5＞学科別留学生数の推移

履 修 誉半 科
年度 合　計
法 経済 商 文 理 二L業 農林 水産 医薬 師範 音楽 美術 家政

1920 308
一

63 42 6 3荏 12
一

34 14 5 7
一

525

（58，6） （12，0） （8，0） （1，1） （6．5） （2．3）

一
（6．5） （2，7） α．0） （L3）

一
（IGO．0）

1926 607 205 447 320 6ユ 514 U5 10 1畦9 2荏3 33 36
一

2，740

（22．1） （7．5） （i6．3） （IL7） （2．2） （18．8） （4．2） （0．≦〉 （5．の （8，9） （ユ，2） （1，3）

一
（100．0）

1927 448 213 474 369 106 547 157 13 146 ユ82 45 50
…

2，750

（16，3） （7．7） （17．2） （13．の （3．9） （19．9） （5．7） （0．6） （5．3） （6，6） （1，6） （L8）
…
（10G．0）

1928 531 ユ83 571 441 117 656 19G 亙7 2G8 167 44 48
一

3，173
（ユ6．7） （5，8） （ユ8．0） （13．9＞ （3．7） （20，6） （6．0） （0．5） （6．6） （5，3） （1．4） （L5）

一
（10G．G）

193G 667 290 215 荏33 80 58 14ユ 7 103 95 14 42 30 2，175

（30．7） （i3，3） （9．9） （19．9） （3．7） （2，7） （6，5） （0．3） （4．7） （4，4） （0．6） （1，9） （1．4） （100．0）

1933 59G 168 14G 125 ユ1 61 60 4 80 55 7 23 44 1β68
（43．D （123） （ユ0，2） （9．ユ） （0，8） （4．5） （姐） （0．4） （5，8） （4．0） （0．5） （1．7） （3．2） （100．0）

注1）全体学生数から普通科に在籍した学生数を除いたもの。

　2）1920年の法科は，法政経社会をあわせたもの。

　3）1920－28年度には，家政科の統計が別に示されていない。

出典：1920年度は，朝鮮総督府学務局『在内地朝鮮人学生状況調』1920年より作成。そのほかは

　　　〈表3＞と同じである。
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第
二
節

女
子
田
本
留
学
生
の
状
況

　
－
専
門
学
校
を
中
心
と
し
て
一

　
一
九
四
〇
年
以
前
、
女
子
留
学
生
の
約
五
〇
％
以
上
は
、
専
門
学
校
や
大
学

に
在
籍
し
て
い
た
。
大
学
へ
の
留
学
は
二
九
年
か
ら
始
ま
っ
て
、
三
〇
年
代
に

は
女
子
留
学
生
全
体
の
五
～
六
％
に
な
っ
た
。
専
門
学
校
へ
の
留
学
は
、
二
〇

年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
中
盤
に
か
け
て
全
体
の
四
〇
％
以
上
を
占
め
た
。
四

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
中
等
学
校
へ
の
女
子
留
学
生
数
は
約
八
○
％
に
ま

で
増
え
た
反
面
、
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ
女
子
学
生
の
比
率
は
減
少
し
て
い
っ

た
（
表
6
）
。

　
植
民
地
時
代
に
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
し
た
朝
鮮
人
女
子
留
学
生
の

中
、
七
七
七
人
の
実
名
が
本
研
究
の
学
校
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
把
握

〈表6＞学種別女子留学生数の推移

年度 総数 火学校 専門学校 中等学校

1926 234
一
88（37．6） 146（62．喚）

1927 209
一
ユ02（48。8） 107（51．2）

1928 232
　
121（52．2） 111（47．8）

1929 252 22（8．7） 136（54．0） 94（37．3）

1930 2ユ5 29（13．5） 106（49．3） 80（37．2）

1931 300 15（5．0） 126（42，0） ユ59（53．0）

ユ932 313 19（6．ユ〉 103（32．9） 191（61．0）

1933 352 20（5．7） 124（35．2） 208（59．1）

1934 390 26（6，7） 165（42．3） 199（5LO）
1935 494 35（7．1） 252（51。0） 207（41．9）

1936 509 18（3．6） 245（48．1） 246（48．3）

1937 770 16（2．1） 317（41．2） 437（56．7）

1938 915 38（4．2） 396（43．3） 481（52．5）

1939
1
ユ
9
2
　
， 55（4．6） 410（34．4） 727（61．0）

1940 1，7Q7 11（0．7） 434（25．4） 玉，262（73，9）

194ユ 2，207 20（0．9） 442（20．0） 1，745（79。1）

1942 2，947 16（0．6） 490（ユ6．6） 2、441（82．8）

注）分類方法や出典は，（表4＞と同じである。

さ
れ
た
。
朝
鮮
人
女
子
学
生
が
在
籍
し
た
全
て
の
専
門
学
校
や
大
学
を
調
査
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
創
立
改
名
に
よ
る
日
本
姓

の
使
用
、
中
国
人
と
の
判
別
困
難
、
そ
し
て
名
簿
の
不
備
や
欠
落
な
ど
で
、
各
学
校
の
留
学
生
全
員
の
把
握
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

在
籍
学
校
の
リ
ス
ト
と
学
生
数
を
提
示
し
た
表
7
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
女
子
留
学
生
は
美
術
学
校
、
体
育
専
門
学
校
、
医
科
専
門
学
校
な
ど
で

学
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
最
も
多
く
の
女
子
留
学
生
が
学
ん
で
い
た
学
科
は
家
政
科
（
約
三
〇
％
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
多
数
の
女
子
留
学
生
は
、
家
政
科
や
医

科
の
理
科
系
（
四
六
・
五
％
）
と
、
美
術
や
体
育
の
芸
術
・
体
育
系
（
二
九
・
四
％
）
で
学
び
、
社
会
系
で
学
ぶ
者
（
五
・
三
％
）
は
少
な
か
っ
た

　
　
⑤
（
表
8
）
。
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朝鮮社会の近代的変容と女子日本留学（朴）

＜表7＞女子留学生の在籍した学校と学生数（1912～44年）

学校名 入数 学校名 人数

同志社女子専門学校 60 京都府立女子専門学校 1

京都女子高等専門学校 20 日本女子大学 69

東京女子高等師範学校 53 津田塾専門学校 6

実践女子専門学校 28 東京女子大学 9

策京女子医学専門学校 61 帝国女子医薬学専門学校 47

日本女子体育專門学校 80 東京女子体育音楽学校 1

日本体育会体操部 1 帝国女子専門学校 83

女子美術学校 107 武蔵野音楽学校 22

東京家政専門学校 9 共立女子専門学校 1

共立女子薬学専門学校 1 東京女子薬学専門学校 1

和洋女子専門学校 1 横浜女子神学校 1

女子経済専門学校 1 B本女子高等商業学校 20

奈良女子高等師範学校 59 大阪女子専門学校 ユ

梅花女子専門学校 2 大阪音楽学校 6

梅光女学校専門部 1 広島女子専門学校 3

広島保師専修学校 1 ランバス専修学校 4

神芦女子神学校 13 東北帝国大学 3

九州帝国大学 1 計 777

注）777入は，学校調査と聞き取り調査により把握された人数であ

　　る。学校調査は，①朝鮮総督府学務局『在内地朝鮮入学生状
　　況』1920年，②朝鮮教育会奨学部『在内地朝鮮学生調』1926，

　　27，28年，③植民地時代に朝鮮で出版された雑誌や新聞などに

　　もとづき，当時，朝鮮人女学生が在籍していたことが確認され

　　る45校の専門学校を対象にした。今回，27校の調査を行い，16
　　校については学校当局からの協力を得られず調査ができなかっ

　　た。．残りの2校は，関係資料がないという回答を得た。学校調

　　査は，訪問調査や書面調査で行い，各学校の設立以来1945年ま

　　での同窓会名簿，校誌や同窓会誌，学籍簿などを調べ，在籍し

　　た朝鮮入女学生の名節を確認した。そして，可能な範囲で，入
　　学年度，卒業年度（中退者の場合はその年度と理由），専攻科

　　目，出身地，保証人，家庭環境（親の職業など），留学直：前の

　　学歴，卒業後の事椿などを調べた。聞き取り調査は，20校から

　　の64人の卒業生や中退者に対して行った。
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〈表8＞女子留学生の学科別分布（1912～44年）

人文系 国文科 30（3．9） 社会系 社会科 12（L6）
英文科 54（6．9） 経済科 21（2．7）

文科 48（6．2） 図書科 1（0．1）

神学 14（ユ．8） 保育科 7（O．9）

計 ユ46（18．8） 誹 41（5．3）

理科系 家政科 232（29．9） 芸体系 音楽科 29（3．7）

理科 19（2．4） 美術科 107（13．8）

医学科 103（13。3） 技芸科 9（L2）
薬学科 7（0．9） 体育科 83（io．7）

計 36ユ（46．5） 計 228（29．4）

総計　776 （100．0）

注）776人は，〈表7＞と岡じ調査で把握された人数である。

〈表9＞女子留学生の父母の職業

区分 内容 人数 百分率

第一次産業に

ｮするもの

地無

ｩ作農
?産業
ｾ十

63

Q
1
6
6

35．2

?．1

O．7

R6．9

第二・三次産業に

ｮするもの

貿易業

z産業
ｻ造業
嚼ﾝ業
燉Z業
ﾄ流通業

､業
ｯ吏
鋸_人
緕ﾒ
ﾙ護士
竝s・会社員

ｳ員
q師
v

1ユ

@5
@8
@1
@2
@2
S2

P2

@2
@9
@2
P0

@4
@3
P13

6．ユ

Q．8

S．4

O．7

?．1

P．1

Q3．4

U．7

P．1

T．0

Pユ

T．6

Q．2

P．7

U3．1

総計 179 100．0

注）179入は、＜表7＞

　　入数である。

と同じ調査で把握された
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女
子
留
学
生
の
社
会
経
済
的
背
景
と
し
て
父
母
の
職
業
（
表
9
）
を
み
よ
う
。
農
業
が
一
位
を
占
め
、
三
六
・
三
％
、
商
業
が
そ
れ
に
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

；
干
四
％
で
あ
る
が
、
全
体
（
一
七
九
人
）
の
六
三
・
一
％
は
二
・
三
次
産
業
に
属
し
て
い
た
。
ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
の
対
象
者
（
六
四
人
）

中
、
父
母
の
財
産
が
先
代
か
ら
の
遺
産
で
あ
る
人
は
三
五
人
（
六
二
・
五
％
）
、
一
代
で
財
を
な
し
た
人
は
二
一
入
（
三
七
・
五
％
）
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
多
く
の
女
子
留
学
生
は
、
経
済
の
近
代
化
が
も
た
ら
し
た
籍
し
い
職
業
を
経
済
的
基
盤
と
し
、
新
し
く
財
産
を
蓄
積
し
た
社
会
階
層

の
出
身
で
あ
る
。

最
後
に
、
彼
女
ら
の
出
身
家
庭
の
開
化
程
度
を
分
析
す
る
た
め
、
家
族
の
宗
教
、
父
母
の
教
育
程
度
、
兄
弟
の
日
本
留
学
経
験
、
日
本
留
学
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に
関
す
る
父
母
の
意
見
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
家
族
の
宗
教
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
人
は
、
二
三
・
八
％
（
一
五
人
）
を
占

　
⑦
め
た
。
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
朝
鮮
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
西
洋
文
明
を
伝
え
る
パ
イ
プ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
特
に
宣
教
師
は
女
学
校

を
設
立
す
る
な
ど
、
女
性
教
育
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
き
た
。
当
時
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
な
る
こ
と
は
、
西
洋
近
代
文
明
の
受
け
入
れ
に
積

極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
女
子
留
学
生
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
近
代
教
育
を
受
け
る
人
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
で
、
父
が
初
等
教
育
以
上
を
受
け
た
ケ
ー
ス
は
四
五
・
九
％
（
母
の
場
合
、
九
・
五
％
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
子
留
学
生
の
五
一
・
六
％
（
三
三
人
）
は
兄
弟
に
、
～
五
・
六
％
（
　
○
入
）
は
近
い
親
戚
に
日
本
留
学
生
が
い
た
。
多
数

の
女
子
留
学
生
は
、
近
代
教
育
を
受
け
た
家
族
の
者
が
多
く
、
結
局
、
男
女
教
育
に
差
別
を
お
か
な
い
家
庭
の
出
身
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本

留
学
に
つ
い
て
の
父
母
の
意
見
を
見
て
も
分
か
る
。
八
四
・
四
％
の
父
母
は
、
始
め
か
ら
日
本
留
学
に
賛
成
し
て
い
た
。

　
①
阿
部
洋
「
解
放
前
韓
国
に
お
け
る
日
本
留
学
」
『
韓
』
第
五
巻
～
二
号
、
皿
九
　
　
紀
要
、
第
＝
二
号
、
一
九
八
六
年
、
三
〇
～
　
三
頁

　
　
七
六
年
、
三
～
七
三
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
朝
鮮
総
督
府
の
一
九
三
〇
、
　
曇
二
年
度
「
在
内
地
朝
鮮
学
生
調
』
に
よ
っ
て
も
、

②
一
九
墓
篇
年
度
の
道
別
人
口
分
布
は
、
全
体
人
口
約
二
千
万
人
の
中
、
京
畿
・

　
全
南
・
慶
北
・
慶
南
が
二
〇
〇
万
～
聖
女
○
万
人
、
忠
南
・
全
北
・
黄
海
・
平

　
南
・
平
北
・
江
原
・
成
南
が
一
　
二
〇
万
～
一
五
〇
万
人
、
成
手
・
忠
北
が
七
〇
万

　
～
八
○
万
人
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
一
九
三
三
年

③
　
官
費
留
学
生
の
推
移
に
関
し
て
は
、
阿
部
洋
、
前
掲
書
、
五
〇
頁
を
参
照
。
彼

　
ら
の
履
修
学
科
は
、
農
林
業
・
蚕
業
・
三
聖
業
・
工
業
・
商
業
な
ど
の
産
業
分
野

　
と
医
科
に
集
中
し
て
い
た
。
女
子
官
費
留
学
生
は
、
一
九
二
〇
年
に
は
全
体
三
五

　
人
の
｝
7
四
％
（
四
人
）
、
二
八
年
に
は
全
体
八
一
人
の
　
二
四
・
六
％
（
二
〇
人
）

　
を
占
め
た
。
彼
女
ら
も
医
学
や
産
業
分
野
に
細
殿
さ
れ
て
い
た
。

④
杉
原
達
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
人
学
生
は
、
個
入
的
な
上
昇
忠
向
か
あ
る
い

　
は
朝
鮮
人
の
権
利
擁
護
と
い
う
民
族
的
な
目
的
を
持
っ
て
、
法
科
で
学
ぼ
う
と
し

　
た
。
「
旧
制
関
西
大
学
に
在
籍
し
た
朝
鮮
人
学
生
の
修
学
状
況
」
『
旧
制
関
西
大
学

　
に
在
籍
す
る
朝
鮮
人
学
生
に
関
す
る
調
査
・
研
究
隔
関
西
大
立
入
権
問
題
研
究
室

　
多
く
の
女
子
留
学
生
は
、
家
政
科
や
医
薬
科
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、
三
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
法
学
や
経
済
学
を
学
ぶ
女
子
学
生
も
み
ら

　
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑥
　
一
九
三
八
年
度
、
人
口
約
二
千
二
百
万
人
の
う
ち
、
農
業
に
従
事
し
た
人
が
七

　
五
・
七
％
で
、
工
・
商
・
自
由
業
の
比
率
は
少
な
か
っ
た
（
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮

　
総
督
府
統
計
年
報
騙
一
九
三
八
年
）
。
し
か
し
、
女
子
留
学
生
は
そ
の
よ
う
な
職

　
業
の
家
庭
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
。

⑦
一
九
三
八
年
度
、
朝
鮮
で
の
各
宗
教
の
人
口
は
、
キ
リ
ス
ト
教
及
び
仏
教
が
約

　
五
〇
万
人
、
神
道
が
約
一
〇
万
人
で
あ
っ
た
（
朝
鮮
総
督
府
、
前
掲
書
）
。
女
子

　
留
学
生
の
中
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
か
っ
た
。

⑧
一
九
四
一
年
、
初
等
課
程
で
は
約
百
八
○
万
人
、
中
等
課
程
（
中
等
レ
ベ
ル
の

　
各
種
学
校
と
実
業
学
校
を
含
む
）
で
は
約
八
万
人
、
専
門
課
程
以
上
（
師
範
学
校

　
を
含
む
）
で
は
約
六
千
入
が
教
育
を
受
け
て
い
た
。
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
諸
学
校
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一
覧
隔
一
九
四
一
年第

二
章
　
臼
本
留
学
に
対
す
る
政
策
と
民
間
日
本
人
・
留
学
生
の
認
識

12 （500）

第
一
節
　
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
人
留
学
生
政
策

一
　
旧
韓
末
の
留
学
生
政
策

　
一
八
七
六
年
の
開
国
後
、
朝
鮮
政
府
は
、
近
代
化
の
担
い
手
養
成
の
た
め
に
、
明
治
維
新
後
の
文
明
開
化
や
清
国
の
洋
務
運
動
を
模
範
と
し
、

両
国
に
留
学
生
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
一
八
九
四
年
の
甲
午
改
革
以
後
は
、
日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
に
大
規
模
な
官
費
留
学
生
を
送
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
。
朝
鮮
人
留
学
生
を
誘
致
す
る
た
め
、
日
本
政
府
も
積
極
的
に
働
き
か
け
た
。

　
一
九
〇
五
年
、
第
二
次
B
韓
協
約
に
よ
っ
て
朝
鮮
が
「
保
護
国
」
に
な
る
と
、
統
監
府
が
留
学
生
政
策
を
指
揮
し
た
。
私
費
留
学
生
の
急
増

　
　
②

に
つ
れ
、
一
九
〇
七
年
に
「
日
本
国
留
学
生
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
東
京
に
「
韓
国
留
学
生
監
督
部
」
も
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
規
程

は
、
官
・
私
費
を
問
わ
ず
、
留
学
生
の
選
抜
、
留
学
先
の
選
択
、
在
留
期
間
、
留
学
生
の
行
動
に
関
す
る
監
督
事
項
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
九
〇
八
年
、
「
学
部
所
管
日
本
国
留
学
生
規
程
」
へ
と
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
履
修
学
科
、
留
学
期
間
な
ど
は
、
官
費
留
学
生
に

限
定
し
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
生
活
監
督
事
項
は
全
学
生
を
対
象
と
し
、
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
規
程
は
併
合
後
、
朝
鮮
総
督
府
の

留
学
生
政
策
に
受
け
継
が
れ
た
。

二
　
朝
鮮
教
育
令
の
時
期
（
併
合
か
ら
【
九
一
九
年
ま
で
）

　
朝
鮮
総
督
府
は
一
九
一
一
年
、
朝
鮮
教
育
令
を
公
布
し
、
教
育
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
患
干
た
る
国
民
の
養
成
の
た

め
に
必
要
な
教
育
、
ま
た
植
民
地
の
政
治
経
済
的
状
況
と
人
々
の
意
識
に
相
応
す
る
教
育
を
主
唱
し
た
。
そ
の
結
果
、
普
通
教
育
と
実
業
教
育
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に
比
べ
、
高
等
教
育
は
等
閑
視
さ
れ
た
。

　
こ
の
方
針
は
、
朝
鮮
教
育
令
に
先
だ
っ
て
、
同
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
「
朝
鮮
総
督
府
留
学
生
規
程
」
と
「
留
学
生
監
督
規
程
」
に
も
反
映

さ
れ
て
い
た
。
「
官
費
留
学
生
ハ
特
二
内
地
留
学
ヲ
必
要
ト
ス
ル
学
術
技
芸
ヲ
履
修
セ
シ
ム
ル
為
朝
鮮
総
督
ノ
指
定
ス
ル
官
立
若
ハ
公
立
ノ
学

校
・
伝
習
所
又
ハ
講
習
所
ノ
卒
業
生
ニ
シ
テ
校
長
論
士
所
長
ノ
推
薦
二
係
ル
品
行
方
正
、
学
力
優
等
、
身
体
健
全
ナ
ル
者
二
階
朝
鮮
総
督
之
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

命
ス
」
と
、
少
数
者
に
特
定
の
学
問
分
野
に
限
っ
て
、
日
本
留
学
を
許
可
し
た
。
私
費
留
学
の
場
合
に
も
許
可
制
を
基
本
と
し
た
。
す
な
わ
ち

「
私
費
ヲ
以
テ
内
地
二
留
学
セ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
予
メ
其
履
修
学
科
、
入
学
ス
ヘ
キ
学
校
、
入
学
及
出
発
ノ
時
期
ヲ
具
シ
履
歴
書
ヲ
添
付
シ
地
方

長
官
ヲ
経
由
シ
テ
朝
鮮
総
督
二
届
出
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
、
留
学
手
続
き
を
終
え
渡
日
し
た
者
は
、
再
び
留
学
生
監
督
の
入
学
許

可
を
得
て
入
学
手
続
き
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
留
学
生
は
「
取
締
・
監
督
す
べ
き
存
在
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
成
績
、
露
営
、
思
想
の
監
視
を
受
け
て
い
た
。
植
民
地
支
配
体
制
に
お
い
て

は
、
「
知
」
の
受
容
、
新
し
い
文
化
と
の
接
触
、
そ
し
て
人
と
人
の
交
流
と
い
う
留
学
の
本
来
の
意
味
は
始
め
か
ら
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

む
し
ろ
、
「
都
会
ノ
弊
風
二
浸
潤
シ
軽
桃
二
流
ル
ル
ノ
傾
向
ア
リ
」
と
い
う
発
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
留
学
を
通
じ
て
様
々
な
思
想
や
風
潮

が
朝
鮮
に
輸
入
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
留
学
生
を
監
視
し
留
学
を
抑
制
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
第
二
次
朝
鮮
教
育
令
の
時
期
（
｝
九
二
〇
～
三
六
年
）

　
一
九
～
九
年
に
爆
発
し
た
三
・
一
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
植
民
地
支
配
の
基
本
方
針
は
、
い
わ
ゆ
る
武
断
統
治
か
ら
文
化
統
治
へ
と
変
化
し
、

留
学
生
政
策
も
修
正
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
斎
藤
実
総
督
の
「
朝
鮮
統
治
の
基
本
案
」
の
親
B
人
材
の
養
成
方
針
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
一
九
二
〇
年
、
「
在
内
地
官
費
朝
鮮
学
生
規
程
」
が
定
め
ら
れ
た
。
官
費
留
学
は
、
旧
規
程
と
同
じ
く
、
総
督
が
認
め
る
分
野
に
限
っ
て
派

遣
さ
れ
た
が
、
私
費
留
学
は
自
由
に
な
っ
た
。
ま
た
新
規
程
に
は
、
留
学
生
の
生
活
監
督
に
関
す
る
条
項
が
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
阿
部
洋

　
　
　
　
　
　
⑦

の
指
摘
の
よ
う
に
、
留
学
生
の
思
想
・
行
動
に
対
す
る
規
制
が
実
際
上
弱
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
朝
鮮
総
督
府
は
一
九
二
〇
年
、
東
洋
協
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会
に
「
朝
鮮
学
生
督
学
部
」
を
設
け
、
二
四
年
ま
で
留
学
生
監
督
を
委
託
し
た
。
そ
の
後
、
留
学
生
を
よ
り
効
率
的
に
監
督
す
る
た
め
、
「
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

鮮
教
育
会
」
が
そ
の
業
務
を
担
当
し
た
。

　
一
方
、
従
来
の
取
締
に
基
づ
い
た
監
督
・
統
制
の
方
法
以
外
に
「
懐
柔
、
輔
導
、
感
化
」
な
ど
の
方
法
も
導
入
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
不
逞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

鮮
人
」
に
は
厳
重
な
取
締
を
、
「
健
全
な
」
学
生
に
は
就
職
斡
旋
な
ど
の
「
懐
柔
、
輔
導
」
の
方
針
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
要
視
察
朝
鮮
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
し
て
取
締
ら
れ
た
留
学
生
数
は
、
～
九
二
六
年
に
二
六
三
人
の
申
七
三
人
に
至
っ
た
。
ま
た
、
談
話
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
留
学
生
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

精
神
的
な
「
感
化
」
を
与
え
よ
う
と
し
た
。

　
要
す
る
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
留
学
は
奨
励
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
が
、
自
由
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
植
民
地
支
配
に
協
力
す
る
申

堅
人
物
の
養
成
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
、
留
学
生
監
督
は
益
々
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
留
学
抑
制
政
策
が
繰
り
返
さ
れ
る
面
も
あ

　
⑫つ
た
。
被
支
配
者
の
政
治
的
主
権
を
根
本
的
に
否
定
す
る
植
民
地
支
配
に
お
い
て
は
、
た
と
え
文
化
統
治
が
打
ち
出
さ
れ
て
も
、
留
学
に
文
化

交
流
の
通
路
と
い
う
社
会
的
意
味
付
与
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
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四
　
皇
民
化
政
策
の
時
期
（
｝
九
三
七
～
四
五
年
）

　
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
へ
と
、
日
本
の
侵
略
戦
争
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
同
化
主
義
と
い
う
朝
鮮
支
配
の
基
本
政
策
は
極
端
化
し
、
南

総
督
の
赴
任
以
後
、
朝
鮮
人
を
忠
良
な
る
皇
国
臣
民
た
ら
し
め
ん
と
す
る
皇
民
化
政
策
が
次
々
と
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
戦
時
総
動
員

体
制
を
打
ち
立
て
て
い
く
上
で
、
皇
国
臣
民
の
動
員
と
統
制
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
っ
た
。
朝
鮮
人
兵
士
や
労
働
者
の
動
員
策
の
み
な
ら

ず
、
朝
鮮
人
指
導
者
を
育
成
す
る
施
策
も
強
調
さ
れ
た
。

　
留
学
生
政
策
も
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
南
総
督
は
、
従
来
の
留
学
生
政
策
が
消
極
的
で
、
不
十
分
な
人
材
養
成
の
施
策
で
あ
っ
た
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

新
た
な
政
策
を
模
索
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
四
一
年
に
「
朝
鮮
奨
学
会
」
が
創
立
さ
れ
た
。
同
会
の
業
務
は
、
①
入
学
の
適
正
を
期
す
る
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

学
指
導
、
②
在
学
生
の
資
質
向
上
及
修
学
の
便
宜
を
図
る
指
導
保
護
、
③
卒
業
者
の
職
業
指
導
斡
旋
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
入
学
か
ら
卒
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業
後
ま
で
の
綿
密
な
生
活
指
導
監
督
を
通
じ
て
、
徹
底
し
た
皇
国
臣
民
の
精
神
を
も
つ
中
堅
入
物
の
養
成
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
朝
鮮
奨
学
会
の
具
体
的
施
策
と
し
て
「
進
学
保
証
制
」
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
り
厳
選
・
登
録
さ
れ
た
学
生
を
、
朝

鮮
奨
学
会
が
保
証
し
入
学
に
協
力
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
留
学
を
望
む
者
は
、
最
も
確
実
な
方
法
と
し
て
朝
鮮
奨
学
会
の
保
証
を
得
る
た
め
、

自
発
的
に
朝
鮮
総
督
府
の
審
査
を
受
け
る
と
い
う
仕
組
み
で
、
留
学
生
が
最
初
か
ら
徹
底
的
に
把
握
・
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
朝
鮮
奨
学
会
は
、
一
校
に
連
絡
員
の
設
置
、
学
生
寮
の
経
営
、
学
籍
や
生
活
状
況
や
思
想
動
向
の
調
査
、
そ
し
て
卒
業
者
の
職
業
斡
旋
と
い

う
多
様
な
方
法
で
、
留
学
生
の
生
活
や
思
想
を
管
理
し
よ
う
と
し
た
。
特
に
、
い
か
に
し
て
留
学
生
に
日
本
精
神
を
注
入
す
る
か
に
注
意
を
払

い
、
各
種
の
錬
成
会
や
修
養
会
な
ど
を
主
催
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
農
村
婦
人
生
活
体
総
会
」
が
女
子
留
学
生
を
対
象
に
し
て
計
画
さ
れ

た
。
ま
た
、
学
生
が
名
望
家
の
影
響
を
受
け
「
皇
国
臣
民
の
姿
勢
」
を
体
得
す
る
よ
う
に
試
み
ら
れ
た
。

　
以
上
で
、
朝
鮮
総
督
府
の
留
学
生
政
策
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
の
抑
制
政
策
が
二
〇
年
代
か
ら
自
由
化
政
策
に
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

り
、
第
一
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
大
規
模
な
留
学
生
が
生
み
出
さ
れ
た
。
留
学
生
を
「
民
族
独
立
運
動
の
貯
水
池
」
と
見
な
し
た
よ
う
に
、

日
本
留
学
に
対
す
る
否
定
的
視
角
は
根
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
留
学
は
親
日
勢
力
の
養
成

手
段
と
し
て
も
認
識
さ
れ
は
じ
め
、
四
〇
年
代
に
は
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
、
留
学
生
に
対
す
る
全
面
管
理
体
制
が
導
入
さ
れ
た
。
朝

鮮
総
督
府
は
、
留
学
生
に
近
代
文
明
の
移
植
者
と
し
て
の
役
割
を
付
与
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
植
民
地
支
配
に
必
要
な
近
代
的
技
術
と
皇
国
臣
民

の
精
神
と
い
う
、
相
反
す
る
要
求
を
満
た
す
こ
と
を
期
待
し
た
。
一
方
、
全
体
留
学
生
の
五
～
一
〇
％
を
占
め
た
女
子
留
学
生
に
対
し
て
別
途

の
指
針
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
資
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

第
二
節
柳
原
吉
兵
衛
の
朝
鮮
女
子
留
学
生
に
つ
い
て
の
認
識

　
柳
原
吉
兵
衛
は
、
一
九
二
一
年
、
大
阪
に
内
鮮
協
会
を
設
立
す
る
な
ど
、
官
憲
の
在
日
朝
鮮
人
対
策
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の

活
動
の
全
体
像
は
未
だ
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
が
戦
時
下
朝
鮮
人
統
制
機
関
で
あ
る
協
和
会
の
実
体
を
究
明
し
た
樋
口
雄
一
に
よ
っ
て
明
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⑯

ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
工
場
経
営
者
、
そ
し
て
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
地
域
の
名
望
家
と
し
て
、
内
耳
融
和
の
た
め
に

果
た
し
た
彼
の
役
割
が
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
柳
原
が
一
九
二
〇
年
、
李
王
世
子
堰
と
梨
本
宮
方
子
と
の
結
婚
を
記
念
し
、
「
李
王
家
御
慶

事
記
念
会
」
（
以
下
、
記
念
会
と
呼
称
）
を
設
け
、
四
五
年
二
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、
朝
鮮
人
女
子
留
学
生
対
策
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
こ

と
は
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
節
で
は
、
朝
鮮
人
女
子
留
学
生
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
柳
原
の
認
識
を
、
彼
が
残
し
た
日
記
や
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
も
と
に
し
て
編
集
さ
れ
た
『
青
霞
翁
柳
原
轡
兵
衛
傳
』
を
中
心
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

　
柳
原
が
朝
鮮
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
一
九
〇
六
年
、
紡
績
業
界
の
私
設
経
済
視
察
団
の
一
行
と
し
て
、
初
め
℃
朝
鮮
に
渡
っ

た
時
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
、
日
本
人
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
態
度
や
無
法
な
振
る
舞
い
を
見
て
衝
撃
を
受
け
、
「
日
本
の
保
護
国
と
な
っ
た
朝

鮮
人
に
対
す
る
邦
人
が
、
た
と
え
下
役
と
労
働
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
ん
な
こ
と
で
指
導
で
き
る
訳
は
な
い
。
彼
ら
を
心
服
さ
せ
て
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
る
と
い
う
こ
と
は
暴
力
で
は
出
来
る
も
の
で
は
な
い
」
と
思
い
、
内
鮮
融
和
に
乗
り
出
す
決
心
を
固
め
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
八
九
六
年

に
堺
市
で
創
業
し
た
「
大
和
川
染
工
所
」
を
舞
台
と
し
て
、
在
日
朝
鮮
人
の
職
業
斡
旋
や
日
本
語
教
育
な
ど
に
力
を
入
れ
た
。

　
朝
鮮
人
女
子
留
学
生
に
関
す
る
活
動
は
、
一
九
二
〇
年
、
「
記
念
会
」
を
設
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
「
記
念
会
」
は
、
朝
鮮
の
女
子
高
等

普
通
学
校
や
高
等
女
学
校
の
最
優
等
卒
業
生
を
表
彰
し
、
そ
の
一
部
の
学
生
を
日
本
に
留
学
さ
せ
、
援
助
す
る
こ
と
を
主
な
事
業
と
し
た
。
な

ぜ
、
彼
が
朝
鮮
の
女
性
教
育
に
関
心
を
持
ち
、
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
『
一
霞
翁
柳
原
吉
兵
衛
傳
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
「
い
ず
こ
の
民
族
に
し
て
も
女
性
は
母
と
な
っ
て
次
期
の
国
民
を
育
て
る
も
の
で
あ
る
…
…
先
ず
少
女
た
ち
の
公
立
女
学
校
に
学

ぶ
者
た
ち
か
ら
向
学
心
を
つ
よ
く
助
長
し
、
瓦
葺
両
民
族
の
心
か
ら
の
融
和
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
が
て
母
と
な
る
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

り
、
ま
た
上
級
学
校
を
志
す
者
は
指
導
の
任
に
当
た
る
教
育
家
と
な
る
の
だ
か
ら
、
斯
う
い
う
女
性
教
育
こ
そ
重
要
視
す
べ
き
だ
」
。

　
こ
の
よ
う
に
柳
原
は
、
内
鮮
融
和
の
た
め
に
は
、
母
で
あ
り
、
ま
た
教
育
家
と
な
る
女
性
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い

た
。
そ
し
て
朝
鮮
人
女
学
生
を
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
奨
学
金
の
提
供
、
日
常
生
活
の
支
援
、
卒
業
後
、

彼
女
ら
の
朝
鮮
の
勤
務
地
へ
の
訪
問
に
至
る
ま
で
、
柳
原
は
女
子
留
学
生
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
続
け
た
。
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こ
の
よ
う
な
柳
原
の
活
動
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
来
、
親
日
的
な
中
堅
人
物
を
留
学
生
な
ど
か
ら
育
て
よ
う
と
し
た
朝
鮮
総
督
府
の
方
針
と

一
致
す
る
。
し
か
し
、
総
督
府
が
女
子
留
学
生
対
策
に
つ
い
て
何
の
方
針
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
彼
は
む
し
ろ
女
子
留
学
生
の
将

来
果
た
す
役
割
を
重
要
視
し
た
。

　
ま
た
、
柳
原
の
留
学
生
へ
の
対
応
は
、
朝
鮮
総
督
府
が
従
来
一
貫
し
て
き
た
取
締
・
監
視
を
優
先
す
る
方
針
と
は
異
る
立
場
か
ら
出
発
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
留
学
生
を
内
壁
融
和
の
た
め
の
最
も
重
要
な
架
け
橋
と
し
て
認
識
し
、
穏
健
で
柔
軟
な
態
度
で
留
学
生
に
対
応
し
よ
う
と

し
た
。
内
鮮
融
和
の
た
め
、
将
来
の
朝
鮮
の
中
堅
指
導
者
で
あ
る
留
学
生
に
日
本
精
神
を
注
入
・
鼓
吹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
彼
ら
に
日
本
文
化
を
理
解
さ
せ
た
り
、
名
望
家
に
接
触
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
「
文
化
的
」
な
方
法
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
観
点
は
、
彼
の
「
朝
鮮
子
弟
教
育
に
関
す
る
卑
見
」
に
提
示
さ
れ
、
一
九
二
八
年
春
の
全
国
の
地
方
長
官
会
議
に
お

い
て
そ
れ
を
配
布
し
、
以
後
も
毎
年
、
そ
の
意
見
書
を
配
っ
た
と
い
う
。

　
前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
以
後
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
留
学
生
に
対
す
る
取
締
政
策
以
外
に
懐
柔
、
輔
導
、
感
化
と
い
う
多
様

な
方
法
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
方
針
は
、
四
〇
年
代
に
入
っ
て
、
南
総
督
に
よ
っ
て
柳
原
の
持
論
を
受
け
入
れ
る
形
で
、

よ
り
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
柳
原
が
南
総
督
に
直
接
的
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

　
女
子
留
学
生
へ
の
彼
の
影
響
に
対
し
て
は
、
「
日
本
く
さ
さ
」
を
ふ
り
ま
か
ず
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
あ
ふ
れ
、
愛
を
施
す
彼
の
人
間
性
が
女

子
留
学
生
の
心
に
訴
え
た
こ
と
が
元
女
子
留
学
生
の
証
害
か
ら
分
か
る
。
彼
女
ら
は
名
望
家
柳
原
と
の
交
際
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
「
感
化
」

を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
柳
原
が
本
来
考
え
て
い
た
留
学
生
の
日
本
精
神
の
確
立
と
い
う
課
題
が
必
ず
し
も
実
現
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

元
女
子
留
学
生
か
ら
の
聞
き
取
り
だ
け
で
は
、
こ
の
問
題
の
解
明
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
柳
原
に
は
、
留
学
生
に
色
本
文
化
を
伝
え
、
日
本
精
神
を
注
入
す
る
と
い
う
視
点
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
異
文
化
の
人
と
の
交
流
、
朝
鮮
と

日
本
の
文
化
の
交
流
と
い
う
観
点
か
ら
、
自
ら
と
留
学
生
と
の
関
係
を
想
定
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
彼
は
、
「
こ
の
六
名
［
朝
鮮
人
女
子
留
学

生
］
に
日
本
国
罠
の
美
点
と
よ
い
気
分
を
充
分
に
味
あ
わ
せ
善
導
し
て
第
二
国
民
の
母
た
る
之
等
女
性
を
通
じ
て
、
真
に
同
胞
相
愛
の
実
を
期
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⑫

し
た
い
と
は
我
ら
の
願
い
で
あ
る
」
と
日
記
に
書
い
た
よ
う
に
、
朝
鮮
民
族
を
日
本
民
族
に
同
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
相
互
交
流
を
深
め
、

新
た
な
文
化
を
作
り
出
す
よ
う
な
考
え
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
彼
は
日
本
語
の
普
及
や
皇
室
へ
の
忠
誠
心
を
押
し
つ
け
る
従
来
の
同
化
政
策
と
は
＝
疋
の
距
離
を
お
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
植
民

地
支
配
に
対
し
単
な
る
協
力
を
行
っ
た
り
、
屈
従
し
た
り
す
る
人
間
を
作
り
出
す
よ
り
も
、
自
ら
日
本
の
植
民
地
支
配
の
妥
当
性
を
納
得
し
、

そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
協
力
す
る
人
問
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
。

第
三
節
　
留
学
生
の
日
本
留
学
に
対
す
る
認
識

　
留
学
生
自
身
は
、
日
本
留
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
は
「
東
京
朝
鮮
留
学
生
学
友
会
」
の
機
関
誌
で
あ
る

　
　
　
⑬

『
学
之
光
臨
な
ど
の
分
析
を
中
心
と
し
て
、
主
に
一
九
一
〇
年
代
に
あ
ら
わ
れ
た
彼
ら
の
認
識
を
、
①
日
本
で
何
を
学
ぶ
の
か
、
②
な
ぜ
日
本

に
留
学
す
る
の
か
、
③
留
学
生
の
役
割
は
何
か
と
い
う
、
三
つ
の
点
に
分
け
て
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
留
学
生
が
B
本
で
学
ぼ
う
と
し
た
の
は
、
明
治
維
新
前
後
に
日
本
が
輸
入
し
た
欧
米
文
明
で
あ
る
。
「
法
律
も
い
い
、
政
治
も
い
い
、

自
然
科
学
も
い
い
…
…
そ
れ
も
こ
れ
も
朝
鮮
文
明
に
新
た
な
貢
献
を
し
て
、
朝
鮮
民
族
に
新
た
な
福
音
を
伝
え
ん
と
す
る
な
ら
、
勉
強
な
ら
何

で
も
し
・
思
潮
な
ら
ば
す
べ
て
紹
介
す
る
の
が
・
會
・
我
糸
な
さ
ん
と
す
る
謀
り
ご
㎏
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
・
離
に
新
た
な
発
展

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
ら
、
す
べ
て
の
学
問
を
日
本
で
学
ぼ
う
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
文
明
の
源
泉
が
西
洋
で
あ
る
こ
と
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

識
し
て
お
り
、
日
本
か
ら
西
洋
に
送
ら
れ
た
海
外
留
学
生
の
行
跡
を
見
習
い
、
日
本
で
新
知
識
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。

　
し
か
し
、
欧
米
の
近
代
文
明
を
学
ぼ
う
と
し
な
が
ら
、
日
本
に
留
学
し
た
理
由
は
、
欧
米
文
明
を
吸
収
・
消
化
し
た
「
生
き
て
い
る
春
闘
」

　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
欧
米
文
明
を
「
B
本
化
」
し
た
体
験
や
技
術
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
に
・
よ
っ
て

濾
過
さ
れ
た
欧
米
文
明
を
東
ア
ジ
ア
各
国
が
輸
入
す
る
と
い
う
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
欧
米
文
明
受
容
の
主
な
パ
タ
ー
ン
を
、
そ
の
受

容
の
通
路
に
な
っ
て
い
た
留
学
生
自
身
が
明
確
に
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
留
学
生
は
自
ら
を
「
文
明
の
輸
入
者
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
役
割
に
よ
っ
て
朝
鮮
の
文
化
発
展
の
成
否
が
決
せ
ら
れ
る
と
認
識

　
　
　
⑳

し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
間
で
は
、
欧
米
文
明
の
輸
入
が
も
た
ら
す
弊
害
や
輸
入
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
。
一
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
輸
入
に
よ
り
朝
鮮
の
固
有
文
化
が
解
体
す
る
と
し
、
急
進
的
な
文
明
輸
入
に
反
対
す
る
意
見
と
、
他
方
で
は
、
弊
害
を
恐
れ
ず
「
近
代
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
標
本
」
を
一
日
も
早
く
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
対
立
し
て
い
た
。

　
さ
て
、
彼
ら
は
文
明
の
輸
入
者
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
引
き
受
け
よ
う
と
し
た
の
か
。
女
子
留
学
生
の
場
合
、
代
表
的
な

二
つ
を
挙
げ
て
み
る
な
ら
、
学
ん
だ
も
の
を
子
供
に
教
え
る
教
諭
と
、
伝
統
的
な
家
庭
内
の
女
性
の
役
割
を
新
し
く
解
釈
し
改
革
す
る
「
新
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

婦
」
を
目
指
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
留
学
生
の
認
識
は
、
近
代
朝
鮮
に
お
け
る
民
族
主
義
右
派
の
政
治
思
想
と
し
て
、
様
々
な
社
会
運
動
を
呼
び
起
こ
し
た
「
実
力
養
成

論
」
に
根
を
お
ろ
し
て
い
た
。
「
朝
鮮
民
族
の
独
立
力
量
の
不
足
」
と
い
う
判
断
に
立
っ
て
、
民
族
の
実
力
を
養
成
し
た
後
、
は
じ
め
て
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
⑭

が
可
能
で
あ
る
と
い
う
実
力
養
成
論
は
、
日
本
留
学
生
の
間
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
思
想
的
流
れ
は
、
今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
の
女
子
留
学
生
に
も
認
め
ら
れ
る
。

　
要
す
る
に
、
朝
鮮
総
督
府
の
留
学
生
政
策
が
ど
う
で
あ
れ
、
留
学
生
と
か
か
わ
る
民
間
日
本
人
の
目
的
が
何
で
あ
れ
、
留
学
生
自
身
は
先
進

文
明
を
輸
入
し
朝
鮮
に
新
文
化
を
起
こ
し
、
独
立
を
達
成
す
る
た
め
の
実
力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
近
代
朝
鮮
知
識
人
に
と
っ
て
日

本
留
学
は
、
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
「
近
代
化
を
す
す
め
る
主
体
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
高
度
に
自
発
的
な
行
為
で

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
主
体
的
努
力
は
、
植
民
地
体
制
に
よ
っ
て
根
本
的
に
制
約
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
役
割
は
、
植
民
地
支
配
に

よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
役
割
と
矛
盾
し
、
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
留
学
生
の
申
に
は
、
日
本
の
支
配
体
制
に
積
極
的
に
協
力

す
る
も
の
も
現
れ
て
き
た
。

①
朝
鮮
公
使
井
上
馨
は
一
八
九
四
年
、
朝
鮮
政
府
に
「
内
政
改
革
綱
領
二
〇
条
」

　
を
提
案
し
、
「
各
科
目
二
就
キ
之
ヲ
研
究
ス
ル
為
メ
、
日
本
二
留
学
生
ヲ
派
遣
シ
、

人
材
ヲ
養
成
ス
ル
コ
ト
必
要
ナ
ル
ベ
シ
」
と
、

（
阿
部
洋
、
前
掲
書
、
二
四
頁
）
。

留
学
生
の
派
遣
を
強
く
勧
誘
し
た
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②
一
九
〇
〇
年
に
～
四
八
人
で
あ
っ
た
私
費
留
学
生
は
、
次
第
に
増
加
し
、
　
九

　
〇
九
年
に
は
八
八
六
人
に
遭
っ
た
。
明
学
之
光
㎞
第
六
号
、
一
九
一
五
年
目
一
二

　
～
　
三
頁

③
阿
部
洋
は
、
一
九
〇
六
年
に
「
学
部
所
管
日
本
国
留
学
生
規
程
」
が
制
定
さ
れ

　
た
と
説
明
し
て
い
る
（
前
掲
轡
、
三
二
頁
）
。
し
か
し
、
そ
の
規
程
の
改
正
に
つ

　
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
李
元
浩
、
『
開
化
期
教
育
政
策
同
病
（
文
音
社
、
一
九
入

　
三
年
、
朝
鮮
語
）
所
収
の
両
規
程
の
全
文
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
七
年
の
規
程
が
、

　
そ
の
翌
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

④
特
に
実
業
分
野
の
留
学
が
奨
励
さ
れ
た
。
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
教
育
要
覧
』
～

　
九
一
五
年
、
九
頁
参
照
。

⑤
朝
鮮
総
督
府
隅
朝
鮮
統
治
三
年
間
成
績
隔
一
九
一
四
年
、
六
〇
頁

⑥
一
九
ニ
ニ
年
に
は
「
在
内
地
給
費
生
規
程
」
へ
と
改
正
さ
れ
、
そ
の
漸
規
採
用

　
は
三
〇
年
度
に
中
止
さ
れ
た
。

⑦
阿
部
洋
、
前
掲
書
、
四
八
頁

⑧
…
九
二
五
年
九
月
か
ら
は
、
朝
鮮
教
育
会
に
「
奨
学
部
」
と
い
う
担
当
部
署
が

　
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
重
要
な
業
務
は
、
留
学
生
の
入
学
事
務
の
整
理
統
一
で
あ
っ

　
た
。
学
生
が
学
校
に
直
接
提
出
し
た
入
学
願
書
が
、
奨
学
部
に
廻
さ
れ
整
理
・
様

　
式
の
統
　
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
留
学
生
の
入
学
動
静
が
正
確
に
把
握

　
さ
れ
て
い
た
。
他
の
奨
学
部
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
朴
尚
僖
「
東
京
朝
鮮
人
諸
団

　
体
歴
訪
記
」
『
朝
鮮
思
想
通
信
』
一
九
二
七
年
コ
月
一
四
日
を
参
照
。

⑨
警
保
局
保
安
課
『
大
正
一
四
年
中
二
半
ケ
ル
在
留
朝
鮮
入
ノ
状
況
』
一
九
二
五

　
年
、
一
八
五
買

⑩
　
警
保
局
保
安
課
、
四
大
正
一
五
年
中
二
於
ケ
ル
在
留
朝
鮮
入
ノ
状
況
』
　
一
九
二

　
六
年
、
二
〇
五
二
ハ

⑪
　
例
え
ば
、
朝
鮮
教
育
会
奨
学
部
は
、
一
九
二
九
年
一
月
、
奨
学
部
仮
会
館
で
、

　
東
京
の
女
子
留
学
生
を
対
象
と
す
る
門
女
子
談
話
会
」
を
開
催
し
た
。
朝
鮮
教
育

　
会
『
奨
学
部
報
㎞
第
三
号
、
一
九
二
九
年
三
月
、
四
～
五
頁

⑫
～
九
二
六
年
七
月
、
視
学
官
会
議
で
の
「
学
務
当
局
の
指
示
事
項
」
（
「
東
亜
日

　
報
』
二
六
年
七
月
一
五
日
）
、
一
九
二
八
年
六
月
の
京
幾
道
各
公
立
中
等
学
校
長

　
△
耳
ム
ロ
（
咽
東
照
曲
日
一
轍
㎞
　
一
一
八
年
⊥
ハ
月
一
工
ハ
R
｛
）
、
　
嘱
東
而
曲
日
報
』
　
一
九
一
二
四
年
⊥
ハ
日
月

　
一
七
日
に
報
道
さ
れ
た
総
督
府
の
留
学
生
方
針
な
ど
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
。

⑬
「
第
二
二
回
中
枢
院
会
議
に
於
け
る
総
督
訓
示
（
一
九
四
一
三
六
月
一
〇
臼
、

　
総
督
南
次
郎
）
」
朝
鮮
総
督
府
文
書
課
編
纂
『
諭
告
訓
示
演
述
総
撹
』
第
二
輯

　
（
朝
鮮
行
政
学
会
、
一
九
四
ご
　
年
）
　
一
四
～
一
五
頁
を
参
照
。

⑭
朝
鮮
奨
学
前
門
昭
和
一
七
年
度
事
業
概
要
」
『
在
B
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
二
四

　
号
、
一
九
九
四
年
九
月
所
収
。

⑮
文
部
省
教
学
局
「
事
変
下
に
於
け
る
朝
鮮
人
思
想
運
動
に
総
て
」
一
九
四
一
年
、

　
朴
慶
植
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
輌
第
四
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
）

　
～
二
〇
八
頁
に
所
収
。

⑯
樋
口
雄
一
「
日
本
人
の
在
日
朝
鮮
人
対
応
－
柳
原
吉
兵
衛
と
協
和
会
」
『
協

　
和
会
一
戦
時
下
朝
鮮
入
統
制
組
織
の
研
究
㎞
（
社
会
評
論
社
、
一
九
八
六
年
）

　
～
二
八
一
二
三
一
頁

⑰
梅
田
安
之
刑
青
郷
翁
葦
原
吉
兵
衛
傳
』
全
三
冊
、
一
九
四
九
年
（
非
売
晶
）

⑱
梅
田
安
之
、
前
掲
書
、
一
〇
七
頁

⑲
梅
圏
安
之
、
前
掲
書
、
三
五
七
～
三
五
八
頁

⑳
梅
田
安
之
、
前
掲
書
、
二
八
四
～
二
八
六
頁
（
こ
の
意
見
は
「
内
覧
融
和
の
将

　
来
」
噸
社
会
事
業
研
究
鮎
掛
一
六
巻
九
号
、
一
九
二
八
年
九
月
、
九
五
頁
に
も
提

　
示
さ
れ
て
い
る
）

㊧
　
桃
山
学
院
大
学
に
は
、
梛
原
が
残
し
た
未
公
開
の
膨
大
な
資
料
が
保
管
さ
れ
て

　
お
り
、
女
子
留
学
生
と
柳
原
の
問
の
書
簡
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
柳
原
が
彼
女
ら
に

　
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
梅
田
安
之
、
前
掲
書
、
三
六
〇
～
三
六
一
頁
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⑬
　
斎
会
は
一
九
一
二
年
一
〇
月
に
結
成
さ
れ
、
三
～
年
二
コ
入
解
散
し
た
。
門
学

　
之
光
㎞
は
一
四
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
、
三
〇
年
四
月
に
終
刊
す
る
ま
で
、
全
二
九

　
号
が
出
版
さ
れ
た
が
、
現
在
、
｝
＝
等
分
が
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
玄
相
允
「
求
め
る
と
こ
ろ
の
青
年
は
誰
か
？
」
『
芝
之
光
㎞
第
三
号
、
　
九
～

　
四
年
一
二
月
、
　
⊥
ハ
～
七
百
パ

㊧
　
金
翼
之
「
学
問
を
生
命
で
賭
け
よ
」
『
学
之
光
』
第
一
三
号
、
一
九
一
七
年
七

　
月
、
一
二
～
コ
ニ
頁

⑳
　
安
廓
「
二
千
年
来
留
学
の
欠
点
と
今
日
の
学
悟
」
『
学
輝
光
』
第
五
号
、
一
九

　
一
五
年
五
月
、
　
二
二
頁
／
M
H
生
「
東
京
苦
学
の
道
」
「
学
生
隔
　
　
九
二
九
年
四

　
月
、
五
八
頁

⑳
　
　
「
卒
業
生
を
送
る
」
『
学
之
光
隔
第
一
七
号
、
一
九
一
八
年
八
月
、
二
～
三
頁

⑳
　
負
朝
賜
「
先
後
取
捨
」
『
学
之
光
』
第
一
四
号
、
一
九
一
七
年
一
一
月
、
五
八

　
～
五
九
頁

⑲
　
S
C
生
「
新
渡
航
学
生
諸
君
に
」
圏
学
之
光
㎞
第
一
　
○
号
、
　
一
九
二
〇
年
七
月
、

　
二
三
頁

⑳
　
安
廓
「
二
千
年
来
留
学
の
欠
点
と
今
日
の
覚
悟
」
『
学
之
光
隔
第
五
号
、
一
九

　
一
五
年
五
月
、
三
一
頁

⑳
　
崔
承
九
「
不
満
と
要
求
」
「
学
之
光
』
第
六
号
、
一
九
一
五
年
七
月
、
七
七
～

　
七
八
頁

⑫
　
　
「
東
京
女
子
留
学
生
座
談
会
」
門
春
秋
』
　
九
四
一
年
五
月
、
一
四
六
頁

⑳
　
　
「
実
力
養
成
運
動
量
」
に
つ
い
て
は
、
里
言
勝
門
韓
国
近
代
政
治
思
想
史
研
究

　
一
民
族
主
義
右
派
の
実
力
養
成
運
動
論
』
（
歴
史
批
評
社
、
一
九
九
二
年
、
朝

　
鮮
語
）
を
参
照
。

⑭
　
　
「
日
本
留
学
生
史
」
『
学
之
光
㎞
第
六
号
、
　
一
九
一
五
年
六
月
、
　
一
六
頁
／
朴

　
春
披
「
日
本
東
京
に
留
学
す
る
我
ら
兄
弟
の
現
況
を
あ
げ
て
」
『
開
閥
』
第
九
号
、

　
一
九
一
二
年
三
月
、
八
三
頁

朝鮮社会の近代的変容と女子B本留挙（朴）

第
三
章
　
朝
鮮
社
会
の
近
代
的
変
容
と
女
子
欝
本
留
学

第
㎜
節
　
日
本
留
学
に
対
す
る
新
た
な
認
識
の
形
成

一
　
上
級
学
校
へ
の
進
学
志
向
か
ら
の
日
本
留
学

　
東
京
を
頂
点
と
す
る
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
形
成
さ
れ
る
と
、
上
昇
志
向
が
生
ま
れ
、
人
々
の
生
活
世
界
に
広
く
浸
透
し
、
意
識
や
行
動
に

　
　
　
　
　
　
①

影
響
を
及
ぼ
す
。
上
級
学
校
へ
の
進
学
志
向
や
そ
れ
が
日
本
留
学
へ
繋
が
っ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
姜
福
女
（
日
本
女
子
体
育
専
、
三
七
～
四
〇

年
）
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
　
　
　
「
私
の
家
は
普
通
の
庶
民
で
す
。
普
通
学
校
の
蒔
か
ら
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
。
家
族
は
、
私
を
ど
こ
ま
で
勉
強
さ
せ
よ
う
と
い
う
特
別
な
考
え
は
あ
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り
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
成
績
が
よ
か
っ
た
か
ら
、
先
生
が
欄
高
等
科
に
行
け
ば
ど
う
だ
』
と
二
茜
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
け
ど
、
そ
こ
に
行
け
ば
、
コ
ー
ス
が

　
　
決
ま
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
普
通
学
校
の
先
生
に
な
る
だ
け
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
い
や
で
、
女
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
女
学
校
に
入
っ
た
時
は
、
こ
れ

　
　
で
終
わ
り
だ
と
思
い
ま
し
た
…
…
体
育
の
先
生
が
日
本
女
子
紫
雲
を
卒
業
し
た
方
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
部
員
に
な
り
、
体

　
　
専
の
話
を
先
生
が
毎
日
し
ま
し
た
。
繰
り
返
し
そ
の
話
を
聞
く
う
ち
に
決
定
的
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
朝
鮮
人
は
二
年
制
の
専
修
科
に
よ
く
行
っ
た
が
、

　
　
教
師
資
格
証
が
で
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
日
本
で
二
年
間
や
れ
ば
、
女
学
校
の
先
生
に
な
れ
る
な
ん
て
。
そ
の
時
か
ら
行
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
　
ほ
か
の
考
え
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
、
燃
え
る
心
を
消
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
姜
福
女
に
、
自
分
の
村
と
東
京
を
結
ぶ
経
路
を
意
識
さ
せ
た
の
は
、
す
で
に
そ
の
道
を
進
ん
で
き
た
女
学
校
の
女
子
教
員
で
あ
っ
た
。
普
通

学
校
の
時
か
ら
上
級
学
校
へ
の
進
学
に
目
覚
め
た
彼
女
に
と
っ
て
、
最
上
級
の
学
校
へ
の
道
が
見
え
て
く
る
と
、
そ
れ
を
熱
望
す
る
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
張
晶
玉
（
帝
国
女
子
専
家
事
科
、
三
七
～
四
〇
年
）
の
場
合
は
、
「
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
家
や
村
の
雰
囲
気

の
中
で
育
て
ら
れ
、
村
を
離
れ
京
城
の
女
学
校
に
行
っ
た
。
父
は
日
本
留
学
に
反
対
で
、
朝
鮮
内
の
専
門
学
校
へ
の
進
学
を
勧
め
、
彼
女
も
始

め
は
同
意
し
た
。
し
か
し
、
東
京
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
学
友
に
比
べ
「
遅
れ
て
い
る
」
自
分
を
感
じ
、
父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
彼
女
は

留
学
を
決
心
し
た
。

　
上
へ
の
志
向
を
引
き
禺
す
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
植
民
地
下
近
代
教
育
制
度
の
核
心
的
装
置
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
人
々
に

新
し
い
模
範
的
な
生
き
方
や
目
標
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
姜
誠
姫
（
東
京
女
高
師
文
科
、
四
一
～

四
四
年
）
の
証
言
に
も
窺
え
る
。
彼
女
は
村
か
ら
脱
け
だ
し
、
京
城
へ
、
東
京
へ
と
、
ひ
た
す
ら
上
へ
進
ん
で
、
そ
の
難
関
を
突
破
す
る
こ
と

を
目
指
し
努
力
し
た
。
コ
九
二
一
年
、
満
州
の
安
東
で
生
ま
れ
、
普
通
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
『
女
の
子
は
み
ん
な
京
城
の
女
学
校
で
勉
強
し
、

そ
こ
を
終
え
れ
ば
、
次
の
専
門
学
校
は
日
本
へ
行
か
な
け
れ
ば
臨
と
い
う
の
が
父
の
思
い
で
し
た
…
…
日
本
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
た
か

ら
そ
こ
に
行
き
た
か
っ
た
。
徹
夜
で
勉
強
し
、
東
京
女
高
師
に
ど
う
し
て
も
受
か
り
た
い
と
夜
明
け
ご
と
に
祈
っ
て
…
…
」
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朝鮮社会の近代的変容と女子日本留学（朴）

二
　
資
格
を
得
る
た
め
の
日
本
留
学

　
当
時
朝
鮮
で
は
教
員
、
医
者
、
薬
剤
師
、
新
聞
・
雑
誌
記
者
、
芸
術
家
な
ど
が
、
女
性
の
新
し
い
専
門
職
業
と
し
て
登
場
し
た
。
日
本
留
学

は
、
そ
の
資
格
を
得
る
道
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
医
療
分
野
で
活
動
し
た
女
子
宣
教
師
の
影
響
で
、
医
者
は
女
性
の
専
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

職
業
と
し
て
早
く
か
ら
認
識
さ
れ
た
。
医
者
を
目
指
す
女
性
は
、
初
め
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
が
、
併
合
以
後
は
、
そ
の
留
学
先
が
日
本
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
第
一
章
第
二
節
の
女
子
留
学
生
の
学
科
別
統
計
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
医
薬
科
は
家
政
科
と
共
に
、
最
も
入
学

者
の
多
い
学
科
に
な
っ
た
。
罪
丙
淑
（
帝
国
女
医
薬
歴
医
学
、
三
五
～
四
〇
年
）
は
、
医
者
に
な
る
た
め
に
日
本
に
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
当

時
は
私
た
ち
を
皇
国
臣
民
に
さ
せ
る
た
め
に
、
色
々
や
っ
た
じ
ゃ
な
い
…
…
そ
の
時
は
、
自
分
の
勉
強
さ
え
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
。
ひ
た
す
ら
勉
強
し
て
、
医
者
に
な
る
こ
と
し
か
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
朝
鮮
に
中
等
教
員
養
成
機
関
が
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
当
時
、
女
性
に
と
っ
て
日
本
留
学
は
、
女
学
校
の
教
員
に
な
る
道
と
し
て
歓
迎

さ
れ
て
い
た
。
李
順
愛
（
帝
国
女
専
家
事
科
、
三
九
～
四
一
年
）
は
、
「
日
本
で
勉
強
す
る
と
い
い
と
書
っ
て
、
父
母
が
率
先
し
て
私
を
行
か
せ
た

ん
で
す
。
そ
こ
へ
行
か
な
い
と
先
生
に
な
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
る
か
ら
…
…
実
際
、
行
っ
て
卒
業
す
れ
ば
、
教
師
資
格
証
が
得
ら
れ
る
と

思
っ
て
勉
強
だ
け
し
ま
し
た
。
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、
反
抗
し
な
い
で
言
わ
れ
る
通
り
守
っ
て
、
日
本
の
方
針
で
教
育
し
て
い
る
か
ら

と
、
全
部
、
受
け
入
れ
て
我
慢
し
た
の
ね
」
と
語
る
。

三
　
よ
り
進
ん
だ
と
こ
ろ
へ
、
中
心
部
へ

　
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、
資
格
を
取
得
す
る
場
所
と
し
て
の
東
京
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
は
、
植
民
地
の
人
々
に
、
様
々
な
形
で
刻
印
さ
れ
て
い

た
。
よ
り
進
ん
だ
と
こ
ろ
、
朝
鮮
に
な
い
良
い
こ
と
が
あ
る
と
こ
ろ
、
「
東
京
」
で
ぜ
ひ
学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
、
人
々
の
意
識
に
植
え
付

け
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
楊
信
浩
（
同
志
社
女
専
家
政
科
、
三
五
～
三
八
年
）
は
、
「
京
城
へ
行
く
よ
り
日
本
へ
行
く
の
が
良
い
ん
だ
。

決
ま
っ
て
る
…
…
日
本
に
行
け
ば
、
勉
強
が
も
っ
と
出
来
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
特
別
に
、
学
ん
で
何
か
を
し
ょ
う
と
か
、
そ
ん
な
目
的
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意
識
は
な
か
っ
た
け
ど
。
た
だ
、
よ
り
多
く
、
広
い
と
こ
ろ
で
、
学
ば
な
き
ゃ
、
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
」
と
語
る
。

　
菓
京
が
申
心
で
あ
る
こ
と
は
、
「
朝
鮮
匪
外
地
」
、
「
日
本
陛
内
地
」
と
い
う
帝
国
日
本
の
文
化
地
理
的
な
区
分
に
よ
っ
て
生
じ
た
イ
メ
ー
ジ

だ
け
で
は
な
い
。
次
の
金
明
賢
（
日
本
女
子
大
学
家
政
科
、
三
八
～
四
～
年
）
の
証
書
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
植
民
地
と
い
う
現
実
が
、
中
心
は
東

京
で
あ
る
こ
と
を
植
民
地
の
人
々
に
認
め
さ
せ
て
い
く
。
「
私
は
勉
強
に
対
す
る
熱
意
が
凄
か
っ
た
ん
で
す
。
小
さ
い
時
は
普
通
学
校
の
先
生

に
な
り
た
く
て
、
師
範
学
校
へ
進
も
う
と
し
た
け
ど
、
私
立
女
学
校
を
卒
業
し
て
、
そ
こ
に
行
く
の
が
難
し
い
こ
と
が
分
か
っ
て
、
そ
れ
な
ら
、

日
本
へ
行
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
梨
花
女
専
は
発
展
が
抑
え
ら
れ
て
や
っ
ぱ
り
水
準
が
低
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、
友
達
同
士
で
行
こ

う
と
話
が
決
ま
っ
て
…
…
黒
影
　
体
と
書
っ
て
、
そ
ん
な
教
育
は
受
け
た
く
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
日
本
が
良
い
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ

て
い
た
の
…
…
日
本
人
が
私
た
ち
を
支
配
し
て
い
る
か
ら
、
私
た
ち
よ
り
遙
か
に
優
れ
て
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
そ
こ
へ
行

っ
て
学
ば
な
く
ち
ゃ
っ
て
」
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四
　
憧
れ
の
日
本
留
学

　
よ
り
進
ん
だ
中
心
部
に
行
き
た
い
こ
と
は
、
東
京
へ
の
憧
れ
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
特
に
近
代
的
産
業
や
近
代
的
技
術
・
知
識
を
経
済

的
基
盤
と
す
る
社
会
階
層
で
は
、
日
本
留
学
が
流
行
に
な
っ
て
い
っ
た
。
次
の
劉
榮
善
（
帝
国
女
専
家
事
科
、
四
〇
～
四
｛
年
）
の
証
言
か
ら
、

日
本
留
学
を
憧
れ
る
当
時
の
雰
囲
気
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
「
勉
強
よ
り
は
、
友
達
が
行
く
か
ら
行
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
大
勢
の
人
が

行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
け
ど
。
私
の
家
は
余
裕
が
あ
る
し
、
私
も
行
け
る
か
な
っ
て
。
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
…
…
留
学
は
憧
れ
で
す
。
女

学
校
の
寄
宿
舎
で
集
ま
る
と
東
京
留
学
に
行
く
話
を
し
た
も
の
。
菓
京
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
た
時
、
千
代
田
専
門
の
先
輩
が
訪
ね
て
き
た
け
ど
、

『
あ
ら
、
素
敵
。
平
壌
に
い
た
時
は
田
舎
者
だ
っ
た
の
に
、
新
女
性
に
な
っ
て
素
敵
だ
わ
』
っ
て
、
騒
ぎ
立
て
ま
し
た
。
親
戚
の
兄
た
ち
も
日

本
で
勉
強
し
て
い
た
し
、
東
京
へ
行
く
こ
と
を
す
ご
く
憧
れ
て
た
ん
で
す
ね
」

　
日
本
留
学
に
対
す
る
人
々
の
期
待
感
は
同
じ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
金
孝
徳
（
臼
本
女
子
大
学
家
政
科
、
四
一
～
四
四
年
）
の
証
言
か
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ら
、
日
本
留
学
が
話
題
に
な
り
、
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
小
さ
い
時
か
ら
父
は
、
私
に
最
高
の
勉
強
、
日
本
留
学
を
さ
せ
る
と
言

っ
て
い
た
の
で
、
女
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
当
然
、
東
京
に
行
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
『
私
は
日
本
女
子
大
学
へ
行
く
ん
だ
よ
』
と

言
う
と
、
ク
ラ
ス
に
ぱ
っ
と
噂
が
広
が
っ
た
わ
け
。
そ
れ
で
考
え
も
し
て
い
な
か
っ
た
友
達
何
人
か
が
日
本
留
学
に
行
こ
う
と
し
た
わ
け
。
私

は
、
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
行
っ
た
の
。
見
聞
も
広
め
、
雰
囲
気
に
あ
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
味
わ
っ
て
来
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
当
時

は
日
本
が
流
行
で
し
た
」

　
上
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
東
京
が
文
化
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
、
東
京
に
行
く
こ
と
に
漠
然
と
憧
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し

か
し
、
人
々
が
東
京
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に
憧
れ
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
姜
順
姫
（
和
洋
女
専
家
事
科
、
四

二
～
四
五
年
）
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
私
と
校
長
先
生
の
娘
、
こ
の
二
入
が
村
か
ら
始
め
て
女
学
校
に
行
っ
た
女
の
子
で
し
た
。
私
は
一
日

も
早
く
東
京
へ
行
き
た
い
気
持
ち
ば
か
り
で
…
…
小
さ
い
時
か
ら
東
京
に
漠
然
と
憧
れ
て
た
ん
で
す
ね
。
家
の
学
校
の
近
く
に
日
本
の
小
学
校

が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
、
い
つ
も
き
れ
い
で
身
な
り
の
い
い
子
供
、
そ
の
子
供
ら
が
羨
ま
し
か
っ
た
。
同
じ
部
落
に
住
ん
で
、

同
じ
普
通
学
校
に
通
う
、
鼻
水
を
流
し
て
汚
く
て
田
舎
臭
い
こ
こ
の
子
ら
が
い
や
だ
っ
た
。
日
本
に
行
っ
て
教
育
を
受
け
た
ら
、
彼
ら
の
よ
う

に
立
派
に
な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
そ
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
す
ご
く
着
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
も
う
一
つ
、
私
が
東
京
へ
行
き
た
か
っ

た
理
由
は
、
あ
れ
で
す
。
幼
い
子
供
で
あ
っ
て
も
、
市
場
と
か
に
行
っ
て
見
れ
ば
、
朝
鮮
人
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
ん
で

す
。
白
い
朝
鮮
服
を
着
る
な
と
言
っ
て
、
道
で
勝
手
に
人
の
服
を
赤
く
染
め
た
り
、
そ
ん
な
出
来
事
を
見
て
、
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ

と
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
日
本
へ
行
く
の
が
最
善
だ
と
考
え
ま
し
た
。
日
本
の
小
学
校
の
子
ら
を
見
て
、
人
と
し
て
大
事
に
さ
れ
た
い
な
ら
、
東

京
へ
行
く
し
か
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
」

　
彼
女
に
と
っ
て
、
東
京
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
、
い
つ
も
き
れ
い
で
身
な
り
の
い
い
」
日
本
の
子
供
か
ら
作
ら
れ
た
。
し

か
し
、
彼
女
の
東
京
へ
の
憧
れ
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
と
正
反
対
の
側
に
あ
る
存
在
、
「
鼻
水
を
流
し

て
汚
く
て
田
舎
臭
い
」
朝
鮮
の
子
供
や
、
道
端
や
市
場
で
迫
害
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
人
、
自
分
は
仕
方
な
く
そ
の
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
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せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
ら
も
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
人
の
よ
う
に
立
派
に
な
り
た
け
れ
ば
、
「
人
と
し
て
大
事
に
さ
れ
た
い
な
ら
」
、
朝
鮮
を

離
れ
東
京
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
育
て
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
東
京
に
憧
れ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
人
に
と
っ
て
東
京
へ
の
憧
れ
が

何
を
意
味
し
た
か
が
こ
こ
で
鋭
く
表
出
し
て
い
る
。
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五
　
当
た
り
叡
な
日
本
留
学

　
朝
鮮
の
小
さ
い
村
と
東
京
を
結
ぶ
道
が
作
り
上
げ
ら
れ
、
細
く
て
も
す
で
に
何
人
か
が
そ
こ
を
歩
ん
で
い
る
と
、
村
に
住
む
人
々
の
意
識
や

行
動
は
、
そ
の
道
が
な
か
っ
た
時
と
は
同
じ
で
は
な
く
な
る
。
多
く
の
人
に
憧
れ
の
道
に
な
っ
て
い
っ
た
。
人
口
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
留
学
生

は
わ
ず
か
な
規
模
で
あ
っ
た
が
、
日
本
留
学
が
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
な
認
識
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
「
女
学
校
の
時
、
私
の
三
番
目
の
叔
父
が
藍
本
へ
行
っ
た
。
そ
こ
へ
行
か
な
い
と
、
勉
強
を
進
め
ら
れ
な
い
っ
て
。
私
も
そ
の
時
、
日
本
へ

行
か
な
く
っ
ち
ゃ
と
思
っ
た
。
行
く
と
か
行
か
な
い
と
か
考
え
る
ま
で
も
な
い
わ
。
当
然
、
行
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
も
の
」
と
い
う

鮮
干
信
英
（
日
本
女
子
大
学
家
政
科
、
一
…
六
～
三
〇
年
）
の
証
言
の
よ
う
に
、
家
族
や
親
戚
が
日
本
留
学
に
す
で
に
行
っ
て
い
る
か
、
朝
鮮
の
専
門

教
育
を
受
け
て
い
る
場
合
、
彼
女
ら
は
自
分
の
日
本
留
学
も
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
ま
た
、
「
才
能
が
あ
る
し
、
財
力
も
あ
る

か
ら
、
わ
が
家
よ
り
貧
し
い
家
の
子
供
も
行
く
の
に
、
当
然
、
行
く
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
う
鄭
必
順
（
帝
国
女
医
薬
専
薬
学
、
三
九
～
四

二
年
）
の
証
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
経
済
力
が
あ
り
、
勉
強
が
出
来
る
場
合
、
日
本
留
学
は
当
然
で
あ
る
こ
と
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
留
学
は
「
大
し
た
理
由
も
要
ら
な
い
」
当
た
り
前
の
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
朴
貞
姫
（
同
志
社
女
専
家
政
科
、
三
六
～

三
九
年
）
が
「
日
本
に
行
く
こ
と
を
そ
ん
な
に
難
し
く
感
じ
な
い
で
、
普
通
そ
う
す
る
も
の
だ
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
」
と
言
う
よ
う
に
、
ま

た
、
朴
容
吉
（
横
浜
女
子
神
学
校
、
三
七
～
四
〇
年
）
が
「
結
局
は
雰
囲
気
な
の
よ
…
…
自
然
に
行
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
語
る
よ
う
に
、

東
京
に
行
く
道
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
人
は
行
く
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
日
本
留
学
は
、
あ
る
社
会
集
団
が
共
有
す
る
文
化
的
行
為
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
教
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育
の
階
段
を
上
へ
、
上
へ
進
ん
で
行
き
た
い
熱
望
、
中
心
に
編
入
さ
れ
う
る
資
格
へ
の
志
向
、
東
京
と
い
う
中
心
部
を
実
際
に
味
わ
い
た
い
と

い
う
欲
求
や
憧
れ
な
ど
が
絡
ん
で
く
る
。
植
民
地
本
国
の
文
化
に
依
存
し
て
い
る
植
民
地
の
人
々
の
意
識
が
、
日
本
留
学
を
め
ぐ
っ
て
複
合
的

に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
人
々
の
植
民
地
本
国
の
文
化
に
対
す
る
「
距
離
感
」
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
自
分
の
家
に
行
く

よ
う
に
行
く
の
。
日
本
が
遠
い
だ
と
か
考
え
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
朴
容
吉
の
証
言
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
題
離
感
を
持
た
な
い
意

識
に
よ
っ
て
人
々
は
、
東
京
へ
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
「
自
然
に
」
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
内
評
一
体
と
い
う
植
民
地
支
配
の
基
本
方
針
は
、

ま
さ
し
く
朝
鮮
人
に
植
民
地
本
国
の
文
化
へ
の
距
離
感
を
持
た
せ
ず
、
そ
の
文
化
の
一
部
に
朝
鮮
人
を
吸
収
し
、
植
民
地
本
国
へ
の
文
化
的
依

存
性
を
拡
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
化
的
依
存
性
は
、
日
本
語
常
用
、
神
社
参
拝
な
ど
の
直
接
的
な
文
化
的
支
配
装
置
の
み

な
ら
ず
、
人
々
の
中
心
部
へ
の
憧
れ
や
志
向
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
深
化
し
て
い
く
。

　
日
本
留
学
生
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
は
多
様
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
朝
鮮
総
督
府
が
恐
れ
て
い
た
よ
う
に
、
反
帝
国
主
義
、

社
会
主
義
な
ど
、
朝
鮮
の
独
立
思
想
に
つ
な
が
る
諸
々
の
思
想
や
社
会
運
動
も
あ
り
、
留
学
生
は
朝
鮮
民
族
解
放
運
動
の
中
で
欠
か
せ
な
い
役

割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
植
民
地
本
国
の
知
の
生
産
シ
ス
テ
ム
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
植
民
地
型
学
歴
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く
中
で
、

留
学
を
通
じ
て
植
民
地
本
国
か
ら
伝
播
さ
れ
る
も
の
が
何
で
あ
れ
、
留
学
生
本
人
の
意
識
が
ど
う
で
あ
れ
、
日
本
留
学
は
植
民
地
本
国
へ
の

　
　
　
　
　
　
③

「
文
化
的
善
意
」
を
朝
鮮
の
人
々
に
拡
散
さ
せ
る
機
能
を
も
果
た
し
た
。
こ
れ
を
看
破
し
た
の
が
第
二
章
第
二
節
で
取
り
扱
っ
た
柳
原
吉
兵
衛

で
あ
る
。
彼
は
留
学
を
通
じ
て
日
本
文
化
が
朝
鮮
に
持
ち
こ
ま
れ
愛
用
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
の
変
化
と
女
子
日
本
留
学

　
当
時
の
朝
鮮
で
、
経
済
的
に
自
立
し
社
会
で
活
動
す
る
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
革
新
的
で
一
般
の
人
々
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ

た
。
女
子
留
学
生
も
必
ず
し
も
新
し
い
女
性
意
識
に
目
ざ
め
て
い
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
人
の
意
識
が
ど
う
で
あ
れ
、
当
時
、
女
性
一

27 （515）



人
で
家
か
ら
離
れ
遠
く
ま
で
留
学
す
る
の
は
極
め
て
近
代
的
な
行
動
で
あ
る
。
近
代
化
は
近
代
教
育
を
受
け
、
社
会
へ
進
出
す
る
女
性
を
生
み

出
す
と
同
時
に
、
女
性
を
植
民
地
型
学
歴
社
会
に
積
極
的
に
編
入
さ
せ
る
力
学
と
し
て
も
働
く
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
女
ら
は
新
女
性
で
あ
り

な
が
ら
、
近
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
、
自
ら
近
代
的
目
標
を
達
成
し
、
近
代
的
規
格
を
満
た
す
最
も
典
型
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
新
し
い
女
性
意
識
を
も
と
に
、
日
本
留
学
を
志
し
た
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
次
に
、
女
子
留
学
生
が
帰
国
後
果
た
し

た
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彼
女
ら
が
ど
の
よ
う
な
職
業
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
社
会
活
動
を
行
っ

た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
な
い
。
朝
鮮
の
近
現
代
に
お
け
る
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
新
し
い
社
会
集
団
の
形
成
と
日
本
留
学
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
彼
女
ら
の
帰
国
後
の
社
会
活
動
や
職
業
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
女
子
留
学
生
の
「
回
遊
現
象
」
か
ら
、
彼
女
ら
が
果
た
し
た
役
割
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。
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【
　
女
性
意
識
の
変
化
と
日
本
留
学

　
ま
ず
六
四
人
の
聞
き
取
り
調
査
の
対
象
者
の
中
、
封
建
的
な
女
性
抑
圧
の
不
当
性
に
目
覚
め
、
従
来
の
女
性
の
役
割
に
疑
問
を
持
ち
、
新
し

い
女
性
像
を
目
指
し
て
日
本
留
学
を
考
え
た
と
答
え
た
人
は
、
＝
　
　
人
（
二
〇
・
三
％
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
、
日
本
に
圧
迫
さ
れ
遅
れ
て
い
る

民
族
の
現
実
と
共
に
女
性
の
抑
圧
的
な
現
実
の
改
善
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
意
識
か
ら
、
あ
る
い
は
周
り
か
ら
の
そ
う
い
う
期
待
に
答
え
て
日

本
留
学
し
た
と
応
答
し
た
人
は
七
人
で
あ
っ
た
。

　
安
賢
順
（
帝
国
女
医
薬
専
薬
学
、
三
六
～
四
〇
年
）
と
姜
信
珠
（
奈
良
女
高
師
家
事
科
、
三
九
～
四
二
年
）
は
、
伝
統
的
な
女
性
の
生
活
に
問
題
を

感
じ
、
新
女
性
像
を
模
索
し
、
薬
剤
師
や
教
員
と
い
う
専
門
職
業
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
新
女
性
像
に
つ
い
て
、
魚
信
珠
は
女
学
校
の
女

子
教
員
、
金
鳳
善
（
帝
国
女
医
薬
専
薬
学
、
四
～
～
四
四
年
）
は
、
社
会
で
活
動
し
て
い
た
女
子
医
者
を
通
じ
て
自
覚
し
た
。
ま
た
、
朴
最
善
（
同

志
社
女
専
家
致
科
、
三
五
～
三
八
年
）
は
、
朝
鮮
民
族
の
現
実
を
意
識
し
、
そ
の
支
配
者
で
あ
る
日
本
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
か
ら



日
本
留
学
を
決
心
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
女
性
や
民
族
の
現
実
に
つ
い
て
の
自
覚
が
日
本
留
学
へ
の
動
機
に
な
っ
て
い
る
例
は
多
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
女
子
留
学

生
の
問
で
、
職
業
人
を
目
指
す
認
識
は
か
な
り
　
般
的
で
、
六
四
人
申
、
五
〇
人
（
七
八
・
一
％
）
が
社
会
進
出
を
希
望
し
留
学
し
た
。
自
分
を

薪
女
性
と
し
て
確
実
に
認
識
し
て
い
た
人
は
、
三
八
人
（
五
九
・
四
％
）
を
占
め
た
。
日
本
留
学
は
、
植
民
地
下
女
性
に
と
っ
て
、
社
会
に
進
出

す
る
た
め
の
重
要
な
通
路
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
新
し
い
女
性
意
識
に
満
ち
た
新
女
性
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
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二
　
女
子
日
本
留
学
生
の
帰
国
後
の
役
割

　
彼
女
ら
は
帰
国
後
、
多
様
な
社
会
活
動
を
行
っ
た
。
ま
ず
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
民
族
独
立
運
動
や
女
性
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
多
く
は
日
本
留
学
を
経
験
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
の
活
動
や
思
想
が
、
留
学
生
活
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
成
長
し
て
き
た
か
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
現
在
、
利
用
で
き
る
彼
女
た
ち
の
文
章
や
自
伝
に
も
、
そ
れ
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
植
民
地
時
期
に
お
け
る
女
性
運
動
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
黄
信
徳
の
場
合
、
留
学
時
代
の
何
が
彼
女
に
影
響
を
与
え
た
か
を
考
え
る
手
が

か
り
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
二
年
、
黛
本
女
子
大
学
社
会
事
業
学
部
（
女
工
保
全
科
）
に

入
学
し
、
二
三
年
、
女
子
留
学
生
と
山
川
菊
栄
と
の
非
公
式
座
談
会
を
催
し
、
山
川
の
論
文
の
一
部
を
朝
鮮
語
で
翻
訳
し
て
『
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ク
と
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
』
と
い
う
書
名
で
出
版
し
、
二
六
年
、
『
労
働
婦
人
の
現
状
と
組
合
運
動
臨
と
い
う
卒
業
論
文
を
提
出
し
た
こ
と
。

　
し
か
し
、
当
時
の
女
性
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
意
識
が
、
留
学
時
期
か
ら
育
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
留
学
時
期
に
お
け
る
彼
女
ら
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
、
「
朝
鮮
女
子
留
学
生
親
睦
会
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
目
的
を
「
在
京
朝
鮮
女
子
相
互
間
ノ
親
睦
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

図
り
併
セ
テ
知
識
ノ
啓
発
及
鮮
内
女
子
ヲ
誘
導
感
化
セ
ン
ト
ス
ル
」
こ
と
に
置
い
て
い
た
。
こ
の
組
織
は
一
九
　
七
年
か
ら
機
関
誌
『
女
子

界
』
を
発
刊
し
た
。
ま
た
、
女
子
留
学
生
の
組
織
は
一
九
二
〇
年
、
「
朝
鮮
女
子
学
興
会
」
へ
と
改
編
さ
れ
、
「
朝
鮮
女
子
ノ
教
育
普
及
ヲ
図
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

広
ク
知
識
ノ
向
上
ヲ
計
ル
三
婆
リ
」
と
い
う
趣
旨
を
標
榜
し
た
。
そ
の
年
、
女
子
留
学
生
講
演
団
を
朝
鮮
に
送
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
女
子
留
学
生
の
運
動
は
朝
鮮
内
の
女
性
運
動
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
彼
女
ら
が
卒
業
し
帰
国
す
る
と
、
朝
鮮
内
の

女
性
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
は
じ
め
て
の
在
日
朝
鮮
人
女
性
の
共
産
主
義
思
想
団
体
と
評
価
さ
れ
て
い
る
「
三
月

会
」
（
～
九
二
五
年
三
月
結
成
）
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
黄
信
徳
と
李
華
々
な
ど
は
帰
国
後
、
京
城
に
「
中
央
女
子
青
年
同
盟
」
（
一
九
二
六
年

｝
二
月
）
を
結
成
し
た
。
ま
た
、
二
七
年
五
月
に
は
、
社
会
主
義
系
と
民
族
主
義
系
の
協
同
戦
線
女
性
組
織
で
あ
る
「
模
友
会
」
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
留
学
の
経
験
が
植
民
地
下
に
お
け
る
女
性
運
動
に
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
女
性
た
ち
の
日
本
留
学

が
朝
鮮
女
性
運
動
に
及
ぼ
し
た
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
女
子
留
学
生
が
果
た
し
た
役
割
と
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
恋
愛
結
婚
か
ら
洋
装
や
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
等
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
い
た
る
ま
で
、
彼
女
ら
が
変
化
す
る
文
化
の
先
導
者
と
し
て
社
会
に
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
女
ら
の
動
き
は
、
一
九
二
〇
年

か
ら
三
〇
年
代
の
咽
新
女
性
』
、
『
新
家
庭
扇
な
ど
の
女
性
雑
誌
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
元
女
子
留
学
生
の
証
言
か
ら
も
、
朝
鮮
服
で
日
本
へ

行
っ
た
人
が
、
そ
の
年
、
夏
休
み
に
故
郷
へ
帰
る
時
は
洋
装
で
断
髪
し
た
様
子
に
変
わ
っ
て
い
て
、
家
族
や
周
り
の
住
民
を
驚
か
せ
た
例
が
少

な
く
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
女
子
留
学
生
は
、
朝
鮮
の
小
さ
い
村
の
生
活
の
中
に
新
文
化
を
持
ち
込
み
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
そ
の
村
の
住
民
た
ち

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
目
を
引
く
の
は
、
女
子
留
学
生
が
モ
デ
ル
に
な
り
、
さ
ら
に
新
し
い
女
子
留
学
生
を
生
み

出
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
六
四
人
の
元
女
子
留
学
生
の
中
、
三
二
人
（
五
〇
・
○
％
）
が
、
日
本
留
学
を
し
た
人
か
ら
影
響
を
受
け
、
自
分
も

日
本
留
学
を
考
え
た
と
答
え
た
。
具
体
的
に
見
る
と
、
一
九
人
は
学
校
の
女
子
教
員
か
ら
、
七
人
は
家
族
や
親
戚
の
姉
か
ら
、
五
人
は
女
学
校

の
先
輩
か
ら
、
一
人
は
女
性
界
の
指
導
者
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。
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三
　
女
子
日
本
留
学
生
の
門
回
遊
現
象
」

　
女
子
留
学
生
が
帰
国
後
、
何
を
し
た
か
に
関
連
し
て
本
研
究
で
注
目
し
た
い
の
は
、

彼
女
た
ち
の
「
回
遊
現
象
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
女
ら
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が
自
分
の
村
を
出
て
、
各
教
育
段
階
に
最
適
な
環
境
を
求
め
て
、
府
へ
、
京
城
へ
、
東
京
へ
と
移
っ
て
、
成
長
を
と
げ
、
起
点
で
あ
る
村
の
教

員
に
な
っ
て
戻
る
現
象
を
い
う
。

　
聞
き
取
り
対
象
者
の
中
、
四
七
人
（
七
三
・
四
％
）
が
帰
国
後
、
職
業
に
つ
き
社
会
活
動
を
行
い
、
そ
の
う
ち
　
二
三
人
（
五
一
・
二
％
）
が
教
員

に
な
っ
た
。
教
員
と
し
て
の
最
初
の
赴
任
地
を
分
析
す
る
と
、
二
三
人
は
故
郷
あ
る
い
は
そ
の
近
所
の
村
、
三
人
は
女
学
校
の
時
の
村
、
七
人

は
他
地
域
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
女
子
留
学
生
の
六
四
人
の
う
ち
、
二
六
人
（
四
〇
・
六
％
）
は
自
分
を
育
て
た
と
こ
ろ
へ
教
員
に
な
っ
て
戻
っ

た
。　

彼
女
た
ち
の
最
初
の
勤
務
地
で
の
勤
務
期
間
は
、
平
均
二
～
三
年
で
あ
り
、
結
婚
、
育
児
な
ど
の
理
由
で
退
職
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

当
時
、
彼
女
ら
一
人
一
人
が
直
接
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、
東
京
を
頂
点
と
す
る
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
完
成

品
で
あ
っ
た
彼
女
た
ち
は
、
村
々
の
人
々
の
模
範
と
し
て
大
き
い
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
帝
国
の
精
神
を
押
し

つ
け
る
た
め
に
学
校
で
暗
記
さ
せ
た
教
育
勅
語
や
様
々
な
教
科
内
容
な
ど
よ
り
、
彼
女
た
ち
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
進
む
べ
き
道
の
案
内
者
、

ま
た
、
そ
の
道
に
か
ざ
ら
れ
て
い
る
商
品
見
本
と
な
り
、
植
民
地
支
配
に
対
す
る
人
々
の
不
満
を
あ
る
程
度
吸
収
し
、
人
々
が
植
民
地
社
会
の

現
実
を
承
認
し
て
、
そ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
適
応
し
て
生
き
て
い
く
の
に
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
彼
女
た
ち
は
、
典
型
的
な
近
代
的
規
格
品
で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
近
代
的
な
も
の
ば
か
り
が
彼
女
た
ち
を
通

じ
て
運
ば
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
崔
宝
卿
（
津
田
塾
専
英
文
学
、
三
三
～
三
七
年
）
は
朝
鮮
に
帰
っ
て
、
日
本
で
学
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
精

神
や
西
洋
の
思
想
で
は
な
く
、
皇
国
臣
民
と
し
て
の
β
本
精
神
を
教
員
と
し
て
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
植
民
地
の
現
実
を
自
覚
し
た
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
彼
女
は
、
卒
業
礼
拝
で
『
一
人
の
力
と
多
数
の
力
』
と
い
う
題
で
話
し
た
矢
内
原
忠
雄
先
生
に
次
の
よ
う
に
相
談
し
た
。
「
私

は
卒
業
し
て
帰
っ
て
教
員
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ず
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
教
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
日
本

精
神
を
教
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
日
本
が
今
、
内
臓
一
体
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
叫
べ
ま
せ
ん
。
英
語
の
教
員
と
し
て
、

子
供
の
前
に
立
っ
て
、
ど
う
ず
れ
ば
良
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
良
心
に
従
う
教
育
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
が
、
彼
ら
が
叫
ぶ
日
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⑩

本
精
神
で
私
が
教
育
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
勝
手
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
」

　
こ
の
よ
う
に
、
女
子
留
学
生
は
、
帰
国
後
、
教
員
と
し
て
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
反
近
代
的
で
反
民
族
的
な
日
本
の
思
想
を
教
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
難
問
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
。
学
生
を
神
社
参
拝
や
勤
労
奉
仕
へ
動
員
し
た
り
、
国
語
・
修
身
な
ど
の
授
業
で
そ
の
教
育
を
行
っ
た
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
女
性
教
育
に
関
し
て
も
、
婦
徳
の
潤
養
と
い
う
朝
鮮
総
督
府
の
女
性
教
育
の
方
針
に
従
い
、
そ
の
範
囲
を
超
え

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
元
女
子
留
学
生
の
証
言
か
ら
分
か
る
。

　
近
代
的
産
物
で
あ
る
女
子
留
学
生
が
、
反
近
代
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
非
近
代
的
な
も
の
（
近
代
性
の
有
機
的
な
一
部
と
し
て
の
非
合
理
性
）
を

伝
え
る
通
路
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
、
多
く
の
女
子
留
学
生
が
認
識
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
多
数

の
元
女
子
留
学
生
が
「
私
た
ち
は
民
族
と
い
う
も
の
を
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
で
も
も
う
日
本
人
に
な
っ
て
い
た
。
言
葉
も
名
前
も
全
部

変
わ
っ
て
、
朝
鮮
人
で
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本
人
が
生
き
る
よ
う
に
生
き
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
独
立
が
望
ま
し
い
と
は
思
っ
た
け
ど
、
こ
の

ま
ま
世
の
中
は
続
い
て
行
く
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
に
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
は
植
民
地
下
に
お
け
る
朝
鮮
社
会
の
近
代
化
が
何
だ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
近
代
的
規
格
を
満

た
し
た
人
間
が
、
近
代
的
精
神
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
な
い
構
造
は
、
天
皇
制
国
家
日
本
の
本
質
的
な
矛
盾
あ
っ
た
が
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い

て
は
、
さ
ら
に
民
族
的
矛
盾
が
そ
こ
に
加
わ
り
、
極
端
な
も
の
に
し
て
い
た
。

①
～
九
二
〇
年
以
後
、
朝
鮮
で
は
中
等
課
程
を
卒
業
し
た
女
学
生
の
　
一
〇
％
以
上

　
が
上
級
学
校
へ
進
学
し
て
い
た
（
朝
鮮
総
督
府
『
学
事
参
考
資
料
』
一
九
三
七
年

　
／
「
官
公
私
立
学
校
卒
業
者
状
況
」
門
調
査
月
報
』
一
九
三
三
、
三
六
年
）
。
ま
た

　
咽
新
女
性
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
五
年
、
七
校
の
女
学
校
の
卒
業
生
二
六

　
五
人
の
中
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
希
望
者
が
＝
二
八
人
（
五
二
二
％
）
で
、
そ

　
の
中
、
日
本
留
学
の
希
望
者
が
三
四
入
で
あ
っ
た
。
門
新
女
性
』
一
九
二
五
年
三

　
月
②
李
数
再
「
開
化
期
に
お
け
る
女
性
の
社
会
進
出
」
「
韓
国
女
性
史
－
開
化
期

　
～
一
九
四
五
1
㎞
（
梨
大
出
版
部
、
一
九
七
二
年
、
朝
鮮
語
）
七
二
～
七
七
頁

　
を
参
照
。

③
「
文
化
的
善
意
」
は
、
ピ
エ
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
概
念
で
あ

　
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
々
の
慣
習
行
為
嘱
趣
味
、
性
向
、
生
活
様
式
な
ど
は
社
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会
階
級
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
中
間
階
級
に
は
、
支
配
階
級
の
趣
味
や
生
活
様
式

　
に
対
す
る
「
文
化
的
善
意
」
が
広
が
っ
て
、
「
模
倣
文
化
」
が
形
成
さ
れ
る
と
い

　
う
。
ピ
エ
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
（
石
井
洋
二
郎
訳
）
「
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
』

　
一
・
二
（
藤
原
書
店
、
　
一
九
九
〇
年
）

④
＝
コ
独
立
運
動
に
参
加
し
た
金
マ
リ
ア
（
東
京
女
子
学
院
高
等
科
卒
）
、
黄
愛

　
徳
（
東
京
女
子
医
学
閉
門
学
校
卒
）
を
は
じ
め
、
～
九
二
〇
年
代
の
「
新
女
性
運

　
動
」
の
旗
手
で
あ
っ
た
円
頭
錫
（
女
子
美
術
専
門
学
校
卒
）
、
金
明
淳
（
東
京
女

　
子
専
門
学
校
卒
）
、
金
元
周
（
東
京
英
和
学
校
卒
）
、
二
〇
年
代
の
社
会
主
義
女
性

　
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
黄
信
徳
（
日
本
女
子
大
学
卒
）
、
李
賢
卿
（
日
本
女

　
子
火
学
卒
）
な
ど
。

⑤
李
順
愛
「
黄
信
徳
の
こ
と
」
「
三
千
里
』
第
～
七
号
、
｝
九
七
五
年
、
一
〇
〇

　
一
一
〇
二
頁
。

⑥
　
日
本
女
子
大
学
同
窓
会
『
家
庭
週
報
㎞
第
八
二
八
号
、
｛
九
二
六
年
二
月
～
九

　
B

お
　
わ
　
り
　
に

⑦
女
子
日
本
留
学
生
の
留
学
時
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
李
順
愛
「
在
日
朝
鮮
女

　
性
運
動
－
一
九
　
五
～
二
六
年
一
1
」
『
在
日
朝
鮮
入
日
研
究
』
第
二
笛
万
、

　
一
九
七
八
年
、
二
九
～
四
四
頁
／
「
在
日
朝
鮮
女
性
運
動
（
上
）
i
模
友
会
を

　
中
心
と
し
て
」
「
在
日
朝
鮮
入
史
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七
八
年
、
一
三
～
二
五

　
頁
／
「
在
日
朝
鮮
女
性
運
動
（
下
）
一
軸
友
会
を
中
心
と
し
て
」
咽
在
日
朝
鮮

　
入
史
研
究
』
第
四
号
、
　
九
七
九
年
、
三
〇
～
四
一
頁
／
山
崎
朋
子
「
解
放
の

　
道
を
女
子
教
育
に
」
『
ア
ジ
ア
女
性
交
流
史
』
明
治
・
大
正
期
篇
（
筑
摩
香
房
、

　
｝
九
九
五
年
）
二
八
　
二
～
　
一
二
〇
頁
な
ど
を
参
照
。

⑧
警
保
局
保
安
課
『
朝
鮮
人
概
況
第
三
㎞
一
九
二
〇
年
六
月
、
八
九
頁

⑨
警
保
局
保
安
課
、
前
掲
害
、
九
　
頁

⑩
矢
内
原
忠
雄
「
或
朝
鮮
人
女
学
生
と
の
会
話
」
『
矢
内
原
忠
雄
全
集
』
第
二
三

　
巻
、
三
四
三
～
三
四
六
頁
に
も
、
彼
女
と
の
会
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
建
業
卿
の
証
言
し
た
こ
の
内
容
は
、
そ
こ
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
日
本
留
学
は
日
本
中
心
の
新
た
な
近
代
東
ア
ジ
ア
の
勢
力
版
図
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
近
代
的

社
会
変
動
過
程
を
反
映
す
る
。
特
に
植
民
地
時
代
に
お
け
る
朝
鮮
人
日
本
留
学
は
「
植
民
地
型
学
歴
社
会
」
の
形
成
過
程
に
あ
ら
わ
れ
た
社
会

文
化
的
現
象
で
あ
っ
た
。

　
植
民
地
本
国
の
「
知
の
生
産
シ
ス
テ
ム
」
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
朝
鮮
で
は
、
東
京
を
頂
点
と
す
る
「
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
朝
鮮
の
小
さ
な
村
と
東
京
を
結
ぶ
「
教
育
通
路
」
が
串
来
上
が
り
、
人
々
は
植
民
地
本
国
に
知
識
や
学
歴
を
求
め
て
そ

の
道
を
進
ん
で
い
っ
た
。
女
子
留
学
生
は
そ
の
道
を
歩
む
新
し
い
集
団
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
植
民
地
下
朝
鮮
の
女
性
に
と
っ
て
、
日
本
留
学
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は
社
会
進
出
の
重
要
な
通
路
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
留
学
の
動
機
は
様
々
で
あ
っ
た
。
『
学
之
光
』
の
論
客
た
ち
の
よ
う
に
、
文
明
の
輸
入
者
と
し
て
自
覚
し
た
留
学
生
も
大
勢
い
た
。
女
子
留

学
生
の
中
に
は
、
教
員
に
な
っ
て
子
供
を
教
え
、
文
明
の
伝
播
者
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
者
や
、
従
来
の
女
性
の
役
割
に
疑
問
を
持
ち
、

新
し
い
女
性
像
を
目
指
し
て
日
本
留
学
に
行
っ
た
者
も
存
在
し
た
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
留
学
は
一
定
の
人
々
の
問
で
共
有
さ
れ
る

文
化
的
行
為
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
は
「
教
育
ヒ
エ
ラ
ル
キ
～
」
を
上
へ
、
上
へ
進
ん
で
い
こ
う
と
し
、
よ

り
進
ん
だ
都
会
の
空
気
を
吸
う
た
め
に
、
中
心
部
に
編
入
さ
れ
う
る
資
質
や
資
格
を
求
め
て
、
当
た
り
前
の
行
為
と
し
て
東
京
に
流
れ
込
ん
で

い
っ
た
。

　
朝
鮮
総
督
府
は
、
留
学
を
通
じ
て
下
級
実
務
官
僚
や
専
門
技
術
者
、
親
日
的
人
物
の
養
成
を
意
図
し
た
。
し
か
し
、
多
様
な
知
識
や
新
思
想

が
朝
鮮
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
を
恐
れ
、
留
学
の
抑
制
や
留
学
生
に
対
す
る
取
締
政
策
を
基
本
と
し
て
き
た
。
民
心
人
と
し
て
朝
鮮
人
女
子
留
学

生
に
深
い
関
心
を
よ
せ
た
柳
原
吉
兵
衛
は
、
名
望
家
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
社
会
事
業
家
と
し
て
特
殊
な
人
物
で
あ
り
、
「
文
化
的
」
な
方
法
に
よ

る
「
内
鮮
融
和
」
の
た
め
先
頭
に
立
つ
女
性
指
導
者
を
育
て
よ
う
と
努
力
し
た
。

　
日
本
の
官
民
両
者
の
立
場
か
ら
は
、
留
学
を
文
化
交
流
と
し
て
捉
え
る
観
点
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
朝
鮮
社
会
に
新
し
い
文
化
を
伝
播
す

る
重
要
な
通
路
に
な
っ
て
い
っ
た
。
日
本
留
学
生
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
思
想
を
は
じ
め
、
新
生
活
様
式
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
明
の

品
々
に
い
た
る
ま
で
、
多
様
な
も
の
が
朝
鮮
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
東
京
へ
の
憧
れ
や
「
文
化
的
善

意
」
を
拡
散
さ
せ
て
い
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
女
子
留
学
生
の
「
回
遊
現
象
」
に
現
れ
る
よ
う
に
、
中
心
文
化
が
朝
鮮
の
小
さ
な
村
の
隅
々

ま
で
運
ば
れ
、
そ
の
中
心
文
化
を
構
成
す
る
様
々
な
価
値
が
植
民
地
の
人
々
に
伝
播
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
人
々
は
よ
り
進
ん
だ
東
京

に
学
び
に
行
く
こ
と
を
憧
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
当
た
り
前
な
行
為
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
、
今
回
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
今
後
の
研
究
課
題
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。
第
一
に
、
女
子
留
学
生
が
日

本
で
の
生
活
の
中
で
、
「
日
本
」
と
い
う
近
代
社
会
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
の
よ
う
な
価
値
、
知
識
、
生
活
様
式
を
内
面
化
し
て
朝
鮮
社
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会
に
持
ち
こ
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
元
女
子
留
学
生
の
聞
き
取
り
調
査
で
、
彼
女
ら
は
自

分
が
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
そ
の
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
を
克
服
す
る
こ
と
が
行
動
の
重
要
な
動
機
を
な
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
女
ら
の
生
活
に
は
、
「
B
本
人
が
す
る
通
り
に
す
る
」
、
「
日
本
人
の
前
で
し
く
じ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
、

「
日
本
人
の
よ
う
な
ふ
り
を
す
る
」
と
い
う
意
識
や
行
動
様
式
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
留
学
生
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
は
、
近
代

的
個
人
倫
理
と
天
皇
制
思
想
な
ど
、
矛
盾
す
る
価
値
を
内
包
す
る
近
代
日
本
で
、
何
を
選
択
・
受
容
す
る
の
か
と
い
う
判
断
の
重
要
な
基
準
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
近
代
的
規
格
を
満
た
し
た
人
間
が
、
近
代
的
精
神
で
は
生
き
て
い
け
な
い
天
皇
制
国
家
B
本
の
本
質
的
な
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
と
、
日
本
と
朝
鮮
と
の
民
族
的
矛
盾
の
な
か
で
苦
し
ん
だ
朝
鮮
人
留
学
生
の
精
神
構
造
と
も
関
係
し
て
い
た
。

　
第
二
に
、
女
子
留
学
生
が
日
本
で
学
び
消
化
し
た
も
の
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
朝
鮮
社
会
に
移
植
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
解
放

後
、
女
性
指
導
者
教
育
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
高
風
京
の
例
を
見
よ
う
。
彼
女
は
一
九
二
四
年
に
同
志
社
女
子
専
門
学
校
英
文
科
の
予
科
に
入
学

し
、
一
九
二
八
年
三
月
に
本
科
を
卒
業
し
た
。
引
き
続
き
、
彼
女
は
同
志
社
大
学
法
学
部
経
済
学
科
に
進
学
し
て
一
九
三
一
年
に
卒
業
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
三
五
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
に
留
学
し
た
。
修
士
課
程
で
は
経
済
学
、
博
士
課
程
で
は
社
会
学
を
専
攻
し

た
。
帰
国
後
、
解
放
ま
で
、
彼
女
は
梨
花
女
子
専
門
学
校
で
社
会
学
を
教
え
な
が
ら
、
子
供
や
地
域
住
民
の
た
め
の
社
会
福
祉
施
設
を
経
営
し

た
。
彼
女
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
自
分
が
留
学
し
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
よ
う
な
大
規
模
の
大
学
よ
り
、
同
志
社
女
専
の
よ
う
に
家
族
的
・

宗
教
的
な
雰
囲
気
の
中
で
少
数
の
学
生
を
徹
底
的
に
教
え
ら
れ
る
小
さ
な
大
学
を
目
指
し
、
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
を
設
立
し
て
経
営
す
る
こ
と
に

力
を
注
い
で
き
た
。
彼
女
の
教
育
理
念
や
経
営
方
針
、
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
同
志
社
女
専
の
時
に
受
け
た
影
響
が
様
々
な
形
で
溶
け

込
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、
近
現
代
朝
鮮
の
女
性
運
動
史
に
お
け
る
日
本
留
学
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
戦
前
、
女
性
た
ち
は
「
植
民
地
型
学
歴
社
会
」
に

編
入
さ
れ
、
日
本
に
行
っ
て
、
臼
本
が
西
洋
か
ら
受
け
入
れ
た
新
し
い
女
性
意
識
を
朝
鮮
に
持
ち
込
ん
で
普
及
さ
せ
た
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
文
化
的
現
象
が
韓
国
社
会
を
風
靡
し
、
西
洋
社
会
で
生
み
出
さ
れ
た
学
問
や
思
想
が
人
々
の
思
考
を
支
配
し
て
、
女
性
運
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動
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
直
接
入
っ
て
く
る
女
性
解
放
思
想
の
影
響
を
受
け
て
一
九
七
〇
年
代
か
ら
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。
戦
前
の
朝
鮮
の
女

性
運
動
や
思
想
が
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ど
の
よ
う
に
融
合
、
反
下
し
な
が
ら
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
①
入
江
昭
「
二
〇
世
紀
の
歴
史
と
戦
争
」
中
村
政
則
編
『
世
界
史
の
な
か
の
一
九

　
　
四
五
年
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
一
～
二
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
纈
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
諜
程
　
京
都
市
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Modemization　of　Korean　Society　and　Women　Foreign　Students　in　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1910－1945一

by

PARK　Sunmi

　　IR　Korea，　dependent　as　it　was　on　the　“knowledge　production　system”　of　tke

colo漁l　metropolis，　aパ‘educatlon雌erarchy”fermed　that　had　its　pi㎜acle血

Tokyo．　A　verkable　“educatioR　road”　came　into　being　that　linked　the　tiny　village　in

Korea　with　Tokyo，　a　road　along　which　people　trod　in　pursuit　of　knowledge　aRd

academic　achievement．　Women　foreign　students　emerged　as　a　new　group　makmg

its　way　along　that　road．　To　Korean　women　under　colonialism，　study　in　Japan　was

an　important　vehicle　to　social　advaRcernent．

　　Although　individual　motivation　varied，　study　in　Japan　was　commonly　seen　as

culturai　behavior　by　a　certain　strata　of　peopie．　Thus　those　seeking　to　rise　higher

and　higher　up　the　“education　hierarchy”　made　their　way　to　Tokyo　in　pursuit　of　the

qualities　and　qualifications　that　would　enable　them　to　be　admitted　into　the　inner

circie　so　that　they　might　breathe　in　the　air　of　the　culturally　advanced　metropolis．

wne　neither　the　goveinment　一General　of　Korea　nor　the　Japanese　people　were

in　a　position　to　seize　the　opportunity　of　these　foreign　students　for　cultural

exchange，　the　students’　stay　in　JapaR　provided　aR　important　means　of

disseminating　a　new　culture　in　Korean　society．　The　culture　of　the　metropolis　was

carried　to　the　remotest　vdlages　of　Korea，　and　the　values　which　coltstituted　the

culture　of　the　rnetropolis　were　disseminated　arnong　the　people　of　the　colony．　This

increased　even　more　the　attraction　of　study　in　Tokyo，　making　it　seem　to　be　a

matter　of　course．
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